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(57)【要約】
　高解像度アクティブマトリックスディスプレイの配置
が、２つ以上の画素発光領域を含むように、連続する領
域にわたってそれぞれが堆積される別個の色の有機発光
層を含む。カラーフィルタは、加法混色の原色が画素の
別個のサブセットから透過するように、発光領域の少な
くとも一部からの光を部分的に遮断するように据えられ
る。発光層は、ディスプレイの行または列に沿って交互
の平行なストリップに堆積されてもよいし、発光層が少
なくとも一部の画素の発光領域に重なるように互いに対
して垂直に配向されてもよい。いくつかの例では、画素
の赤色、緑色、および青色がディスプレイ全体にわたっ
て規則的なパターンに配置され、青色画素の発光領域が
、赤色画素または緑色画素のいずれよりも比較的大きな
ディスプレイの区域を形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の駆動回路を備えるディスプレイ基板であって、前記複数の駆動回路のそれぞれが
、電極に結合された駆動トランジスタを含むことによって、対応する駆動トランジスタに
１つ１つが結合された複数の電極を含む基板と、
　前記複数の電極のうちの少なくとも２つを含む表示パネルの第１の区域に堆積した第１
の実質的に連続している有機発光層であって、第１の有機発光層を通過するように流れる
電流に応答して、第１の色のスペクトルに従って光を発するように構成されている第１の
有機発光層と、
　前記複数の電極のうちの少なくとも２つを含む表示パネルの第２の区域に堆積した第２
の実質的に連続している有機発光層であって、第２の有機発光層を通過するように流れる
電流に応答して、第２の色のスペクトルに従って光を発するように構成されている第２の
有機発光層と、
　１つまたは複数の第１のカラーフィルタであって、１つまたは複数の第１のカラーフィ
ルタを透過する光が第１の原色のカラースペクトルによって特徴付けられるように、前記
第１または前記第２の有機発光層の少なくとも一方から発せられた光を部分的に遮断する
ように据えられた１つまたは複数の第１のカラーフィルタと
　を備えることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項２】
　請求項１に記載の高解像度表示パネルであって、前記複数の電極のうちの少なくとも１
つの電極を含む重なった領域において、前記第１の区域と前記第２の区域が重なり、それ
によって、前記第１の有機発光層と前記第２の有機発光層が、前記重なった領域に積み重
ねられ、かつ、両方とも、前記少なくとも１つの電極を介して流れる電流に応答して光を
発するように構成されていることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項３】
　請求項１に記載の高解像度表示パネルであって、前記第１の区域が、第１の行または列
にある複数の隣接する電極を含み、前記第１の行または列にない電極は含まず、かつ、前
記第２の区域が、第２の行または列にある複数の隣接する電極を含み、前記第２の行また
は列にない電極は含まないことを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項４】
　請求項１に記載の高解像度表示パネルであって、前記第１の区域および前記第２の区域
がそれぞれ幅寸法より大きな拡張寸法を有し、前記第１と第２の区域の前記拡張寸法が平
行に配向されていることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項５】
　請求項１に記載の高解像度表示パネルであって、前記第１の区域および前記第２の区域
がそれぞれ幅寸法より大きな拡張寸法を有し、前記第１と第２の区域の前記拡張寸法が垂
直に配向されていることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項６】
　請求項１に記載の高解像度表示パネルであって、前記複数の電極のうちの少なくとも２
つを含む前記表示パネルの第３の区域に堆積した第３の実質的に連続している有機発光層
であって、前記第２の有機発光層が、第３の有機発光層を通過するように流れる電流に応
答して、第３の色のスペクトルに従って光を発するように構成されている第３の有機発光
層をさらに備えることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項７】
　請求項６に記載の高解像度表示パネルであって、第１の原色、第２の原色、および第３
の原色が、前記表示パネルから、前記表示パネル全体にわたって規則的に繰り返すパター
ンに配置された画素の３つのそれぞれのサブセットを介して放出されるように、前記第１
、第２、および第３の発光層、ならびに前記１つまたは複数の第１のカラーフィルタが配
置されており、画素の各サブセットが、前記複数の電極のそれぞれ第１、第２、および第
３の別個のサブセットに対応することを特徴とする高解像度表示パネル。
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【請求項８】
　請求項７に記載の高解像度表示パネルであって、前記第１の原色が青色であり、画素の
青色サブセットにおける複数の画素が青色光を発するように構成され、前記第２の原色が
緑色であり、画素の緑色サブセットにおける複数の画素が緑色光を発するように構成され
、前記第３の原色が赤色であり、画素の赤色サブセットにおける複数の画素が赤色光を発
するように構成されており、
　前記第１の発光層が青色光を発するように構成されており、前記第１の区域が前記青色
サブセットにおける画素を含み、
　前記第２の発光層が赤色光を発するように構成され、前記青色サブセットにおける１つ
または複数の画素が青色発光層と赤色発光層の積層体を含むように、前記第２の区域が前
記赤色サブセットおよび前記青色サブセットにおける画素を含み、
　前記第３の発光層が緑色光を発するように構成され、前記青色サブセットにおける１つ
または複数の画素が青色発光層と緑色発光層の積層体を含むように、前記第３の区域が前
記緑色サブセットおよび前記青色サブセットにおける画素を含み、
　前記１つまたは複数の第１のカラーフィルタが、前記青色サブセットにおける前記画素
からの光をフィルタリングするように据えられ、前記青色サブセットにおける前記画素の
前記発光層から発せられる前記青色、赤色、および緑色光からの青色量を選択的に透過さ
せるように構成されている
　ことを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項９】
　請求項８に記載の高解像度表示パネルであって、前記赤色、緑色、および青色サブセッ
トにおける前記画素の前記規則的に繰り返すパターンが、前記青色サブセットにおける前
記画素が前記赤色サブセットまたは前記緑色サブセットのいずれにおける前記画素よりも
大きな前記表示パネルの表面積を占めるように配置されていることを特徴とする高解像度
表示パネル。
【請求項１０】
　請求項８に記載の高解像度表示パネルであって、前記青色サブセットにおける前記画素
に対応する電極の前記第１のサブセットがそれぞれ、前記第２または第３のサブセットに
おける前記電極のそれぞれよりも大きな前記ディスプレイ基板の領域を占めることを特徴
とする高解像度表示パネル。
【請求項１１】
　請求項１に記載の高解像度表示パネルであって、
　１つまたは複数の第２のカラーフィルタであって、１つまたは複数のカラーフィルタを
透過する光が第２の原色のカラースペクトルによって特徴付けられるように、前記第１ま
たは前記第２の有機発光層の少なくとも一方から発せられた光を部分的に遮断するように
据えられた１つまたは複数の第２のカラーフィルタをさらに備えることを特徴とする高解
像度表示パネル。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の高解像度表示パネルであって、前記第１の原色、前記第２の原色、
および第３の原色が、前記表示パネルから、前記表示パネル全体にわたって規則的に繰り
返すパターンに配置された画素の３つのそれぞれのサブセットを介して放出されるように
、前記第１および第２の発光層、前記１つまたは複数の第１のカラーフィルタ、ならびに
前記１つまたは複数の第２のカラーフィルタが配置されており、画素の各サブセットが、
前記複数の電極のそれぞれ第１、第２、および第３の別個のサブセットに対応することを
特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の高解像度表示パネルであって、前記第１の原色が赤色であり、画素
の赤色サブセットにおける複数の画素が赤色光を発するように構成され、前記第２の原色
が緑色であり、画素の緑色サブセットにおける複数の画素が緑色光を発するように構成さ
れ、前記第３の原色が青色であり、画素の青色サブセットにおける複数の画素が青色光を
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発するように構成されており、
　前記第１の発光層が橙色光を発するように構成され、前記第１の区域が前記赤色および
緑色サブセットにおける画素を含み、前記１つまたは複数の第１のカラーフィルタが、前
記放出された橙色光に対する赤色寄与分を選択的に透過させるように構成され、かつ、前
記赤色サブセットにおける前記画素からの光をフィルタリングするように据えられ、前記
１つまたは複数の第２のカラーフィルタが、前記放出された橙色光に対する緑色寄与分を
選択的に透過させるように構成され、かつ、前記緑色サブセットにおける前記画素からの
光をフィルタリングするように据えられ、
　前記第２の発光層が青色光を発するように構成され、前記第２の区域が前記青色サブセ
ットにおける画素を含むことを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の高解像度表示パネルであって、共通の橙色発光層を共有する前記赤
色および緑色サブセットにおける前記画素が、赤色画素用の電極と緑色画素用の電極間で
交互になった前記ディスプレイ基板における電極の行または列に対応することによって、
前記第１の区域の幅が電極の前記行または前記列にまたがることを特徴とする高解像度表
示パネル。
【請求項１５】
　請求項１３に記載の高解像度表示パネルであって、共通の橙色発光層を共有する前記赤
色および緑色サブセットにおける前記画素が、バックプレーンにおける細長い電極の第１
および第２の隣接する線に対応し、前記第１の線が赤色画素用の電極を含み、前記第２の
線が緑色画素用の電極を含むことによって、前記第１の区域の幅が細長い電極の前記隣接
する線にまたがることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項１６】
　請求項１２に記載の高解像度表示パネルであって、第４の原色が、前記表示パネルから
、前記複数の電極の第４の別個のサブセットに対応する画素の第４のサブセットを介して
透過するように、前記第１および第２の発光層、前記１つまたは複数の第１のカラーフィ
ルタ、前記１つまたは複数の第２のカラーフィルタ、ならびに１つまたは複数の第３のカ
ラーフィルタがさらに配置されていることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の高解像度表示パネルであって、前記第１の原色が赤色であり、赤色
サブセットにおける複数の画素が赤色光を発するように構成され、前記第２の原色が緑色
であり、緑色サブセットにおける複数の画素が緑色光を発するように構成され、前記第３
の原色が青色であり、青色サブセットにおける複数の画素が青色光を発するように構成さ
れ、前記第４の原色が白色であり、白色サブセットにおける複数の画素が白色光を発する
ように構成されており、
　前記第１の発光層が橙色光を発するように構成され、前記第１の区域が前記赤色、緑色
、青色、および白色サブセットにおける画素を含み、前記１つまたは複数の第１のカラー
フィルタが、前記放出された橙色光に対する赤色寄与分を選択的に透過させるように構成
され、かつ、前記赤色サブセットにおける前記画素からの光をフィルタリングするように
据えられ、前記１つまたは複数の第２のカラーフィルタが、前記放出された橙色光に対す
る緑色寄与分を選択的に透過させるように構成され、かつ、前記緑色サブセットにおける
前記画素からの光をフィルタリングするように据えられ、
　前記第２の発光層が青色光を発するように構成され、前記青色および白色サブセットに
おける画素が橙色発光層と青色発光層の積層体を含むように、前記第２の区域が前記青色
および白色サブセットにおける前記画素を含み、前記１つまたは複数の第３のカラーフィ
ルタが、前記発せられた青色光および橙色光に対する青色寄与分を選択的に透過させるよ
うに構成され、かつ、前記青色サブセットにおける前記画素からの光をフィルタリングす
るように据えられ、前記白色サブセットにおける前記画素が、混合した青色光と橙色光を
発して白色光を形成するように構成されている
　ことを特徴とする高解像度表示パネル。
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【請求項１８】
　請求項１７に記載の高解像度表示パネルであって、前記赤色、緑色、および青色サブセ
ットにおける前記画素の前記規則的に繰り返すパターンが、前記青色サブセットにおける
前記画素が前記赤色サブセットまたは前記緑色サブセットのいずれにおける前記画素より
も大きな前記表示パネルの表面積を占めるように配置されていることを特徴とする高解像
度表示パネル。
【請求項１９】
　請求項１７に記載の高解像度表示パネルであって、前記青色サブセットにおける前記画
素に対応する電極の前記第１のサブセットがそれぞれ、前記第２または第３のサブセット
における各電極よりも大きなバックプレーンの領域を占めることを特徴とする高解像度表
示パネル。
【請求項２０】
　請求項１２に記載の高解像度表示パネルであって、画素の前記サブセットのそれぞれの
前記規則的に繰り返すパターンが、１インチ当たり３００画素を超える密度で配置されて
いることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項２１】
　請求項１２に記載の高解像度表示パネルであって、画素の前記サブセットのそれぞれの
前記規則的に繰り返すパターンが、１インチ当たりおよそ３００画素の密度で配置されて
いることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項２２】
　請求項１に記載の高解像度表示パネルであって、前記ディスプレイ基板が前記表示パネ
ルのバックプレーンであり、前記第１および第２の有機発光層が前記バックプレーンの上
に堆積され、前記１つまたは複数のカラーフィルタが前記第１または第２の有機発光層の
前記少なくとも一方の上に付けられ、前記高解像度表示パネルが、前記第１のおよび第２
の有機発光層を囲む封入基板をさらに備えることを特徴とする高解像度表示パネル。
【請求項２３】
　請求項１に記載の高解像度表示パネルであって、各駆動回路における蓄積コンデンサが
、プログラミングサイクル中に、データ線を介して運ばれるプログラミング電圧に従って
充電され、前記駆動トランジスタが、発光サイクル中に、プログラミング情報に従って前
記表示パネルから光を発するために、前記複数の電極および対応する発光層を通過して電
流を流すように、バックプレーンを動作させて前記プログラミング情報に従って各駆動回
路をプログラムするためのコントローラをさらに含むことを特徴とする高解像度表示パネ
ル。
【請求項２４】
　駆動トランジスタを介して複数の電極に電流を流す複数の駆動回路および前記電流を前
記複数の電極から受け取る発光領域を有するディスプレイ基板を備えた高解像度表示パネ
ルを作製する方法であって、
　第１の実質的に連続している有機発光層を、前記複数の電極のうちの少なくとも２つを
含む前記表示パネルの第１の区域に実質的に一定の厚さで堆積するステップであって、前
記第１の有機発光層が、前記第１の有機発光層を通過するように流れる電流に応答して、
第１の色のスペクトルに従って光を発するように構成されているステップと、
　第２の実質的に連続している有機発光層を、前記複数の電極のうちの少なくとも２つを
含む前記表示パネルの第２の区域に実質的に一定の厚さで堆積するステップであって、前
記第２の有機発光層が、前記第２の有機発光層を通過するように流れる電流に応答して、
第２の色のスペクトルに従って光を発するように構成されているステップと、
　１つまたは複数の第１のカラーフィルタを透過する光が第１の原色のカラースペクトル
によって特徴付けられるように、前記第１または第２の有機発光層の少なくとも一方から
発せられる光を部分的に遮断するように据えられた前記１つまたは複数の第１のカラーフ
ィルタを据えるステップと
　を含むことを特徴とする方法。
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【請求項２５】
　請求項２４に記載の高解像度表示パネルを作製する方法であって、
　前記第１の有機発光層を前記堆積するステップの前に、前記第１の区域に対応するシャ
ドウマスクにおける細長い開口部が前記複数の電極の第１の行または列における複数の前
記電極の上で位置合わせされるように、前記シャドウマスクを前記表示パネルの上に位置
付けるステップであって、それによって、前記第１の有機発光層が、前記第１の行または
列における前記複数の電極の上の前記第１の区域全体にわたって実質的に一定の厚さで形
成されるステップをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の高解像度表示パネルを作製する方法であって、
　前記第２の有機発光層を前記堆積するステップの前に、前記シャドウマスクにおける前
記細長い開口部が前記第２の区域に対応するか、または前記第２の区域に対応する前記シ
ャドウマスクもしくは別のシャドウマスクにおける別の細長い開口部が、前記複数の電極
の第２の行または列における複数の前記電極の上で位置合わせされるように、前記シャド
ウマスクまたは前記別のシャドウマスクを前記表示パネルの上に位置付けるステップであ
って、それによって、前記第２の有機発光層が、前記第２の行または列における前記複数
の電極の上の前記第２の区域全体にわたって実質的に一定の厚さで形成されるステップを
さらに含むことを特徴とする方法。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の高解像度表示パネルを作製する方法であって、前記第１の区域およ
び前記第２の区域がそれぞれ幅寸法より大きな拡張寸法を有し、前記第１および第２の有
機発光層を前記堆積するステップの前に前記シャドウマスクを前記位置付けるステップが
、前記第１および第２の区域の前記拡張寸法が平行に配向されるように実施されることを
特徴とする方法。
【請求項２８】
　請求項２６に記載の高解像度表示パネルを作製する方法であって、前記第１の区域およ
び前記第２の区域がそれぞれ幅寸法より大きな拡張寸法を有し、前記第１および第２の有
機発光層を前記堆積するステップの前に前記シャドウマスクを前記位置付けるステップが
、前記第１および第２の区域の前記拡張寸法が垂直に配向されるように実施されることを
特徴とする方法。
【請求項２９】
　請求項２３に記載の高解像度表示パネルを作製する方法であって、
　第３の実質的に連続している有機発光層を、前記複数の電極のうちの少なくとも２つを
含む前記表示パネルの第３の区域に実質的に一定の厚さで堆積するステップであって、前
記第３の有機発光層が、前記第３の有機発光層を通過するように流れる電流に応答して、
第３の色のスペクトルに従って光を発するように構成されているステップをさらに含み、
　前記複数の電極のうちの少なくとも１つの電極を含む重なった領域において、前記第１
の区域に、前記第２の区域または前記第３の区域の少なくとも一方が重なり、前記１つま
たは複数のカラーフィルタのうちの少なくとも１つが、前記重なった領域から発せられた
光を部分的に遮断するように据えられることを特徴とする方法。
【請求項３０】
　ディスプレイ基板と、
　前記ディスプレイ基板上に据えられ、
　　第１の発光領域と、駆動トランジスタおよび蓄積コンデンサを有し、前記蓄積コンデ
ンサの充電量に従って、前記駆動トランジスタを介して前記発光領域を通過して電流を流
すように構成された駆動回路とを備える第１の画素回路、
　　第２の発光領域と、駆動トランジスタおよび蓄積コンデンサを有し、前記蓄積コンデ
ンサの充電量に従って、前記駆動トランジスタを介して前記発光領域を通過して電流を流
すように構成された駆動回路とを備える第２の画素回路、
　　前記第１の発光領域および前記第２の発光領域を含む第１の区域に実質的に一定の厚
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さで堆積した第１の実質的に連続している発光層であって、前記第１の発光層を通過する
ように流れる電流に応答して、第１の色のスペクトルに従って光を発するように構成され
ている第１の発光層、ならびに
　　前記第１の発光領域から発せられた光を部分的に遮断するように据えられた第１のカ
ラーフィルタであって、それによって、第１の原色の光が第１のカラーフィルタを透過す
る第１のカラーフィルタ
　を有する第１の多色画素群と、
　プログラミングサイクル中に、プログラミング情報に従って前記第１および第２の画素
回路の前記駆動回路をプログラムするように構成されたコントローラであって、それによ
って、前記画素回路が、前記プログラミングサイクル後の駆動サイクル中に、前記プログ
ラミング情報に従って光を発するコントローラと
　を備えることを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項３１】
　請求項３０に記載の高解像度表示システムであって、前記第１の多色画素群が、前記第
１の発光領域を含む第２の区域に実質的に一定の厚さで堆積した第２の実質的に連続して
いる発光層をさらに含み、それによって、前記第１の発光層と前記第２の発光層が、前記
第１の発光領域に積み重ねられ、かつ、両方とも、前記第１の画素回路の前記駆動回路を
介して流れる電流に応答して光を発するように構成されており、
　前記第２の発光層が、第２の色のスペクトルに従って光を発するように構成されており
、
　前記第１のカラーフィルタが、前記第１および第２の発光層から発せられる前記光の少
なくとも一部を遮断するように構成されていることを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項３２】
　請求項３０に記載の高解像度表示システムであって、前記第１の多色画素群が、
　第３の発光領域と、駆動トランジスタおよび蓄積コンデンサを有し、前記蓄積コンデン
サの充電量に従って、前記駆動トランジスタを介して前記発光領域を通過して電流を流す
ように構成された駆動回路とを備える第３の画素回路と、
　前記第３の発光領域を含む第２の区域に実質的に一定の厚さで堆積した第２の実質的に
連続している発光層であって、前記第２の発光層を通過するように流れる電流に応答して
、第２の色のスペクトルに従って光を発するように構成されている第２の発光層と
　をさらに含むことを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項３３】
　請求項３２に記載の高解像度表示システムであって、前記第２の発光領域から発せられ
た光を部分的に遮断するように据えられた第２のカラーフィルタであって、それによって
、第２の原色の光が前記第２のカラーフィルタを透過する第２のカラーフィルタをさらに
含むことを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項３４】
　請求項３３に記載の高解像度表示システムであって、前記第１の色のスペクトルが橙色
光を含み、前記第１および第２のカラーフィルタが、それぞれ前記橙色光に対する赤色寄
与分および緑色寄与分を選択的に透過させ、
　前記第２の色のスペクトルが青色光を含み、前記第３の画素回路がフィルタリングされ
ていない青色光を発することを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項３５】
　請求項３２に記載の高解像度表示システムであって、前記第１の画素群が、前記第１ま
たは第２の発光領域のいずれよりも多くの前記第１の画素群の前記区域を占める前記第３
の発光領域を備えて配置されていることを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項３６】
　請求項３２に記載の高解像度表示システムであって、前記第１および第２の発光領域が
前記ディスプレイ基板上の前記第１の画素群の別個の区域を占め、前記別個の区域が前記
第１および第２の画素回路のそれぞれの駆動端子によって画定されることを特徴とする高
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解像度表示システム。
【請求項３７】
　請求項３２に記載の高解像度表示システムであって、前記第１の画素群が前記ディスプ
レイ基板上におよそ正方形に配置され、前記第１および第２の発光領域がそれぞれ前記正
方形のおよそ１つの四半分を占め、前記第３の発光領域が前記正方形の残りの半分を占め
ることを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項３８】
　請求項３２に記載の高解像度表示システムであって、前記第１の画素群が前記ディスプ
レイ基板上におよそ正方形に配置され、前記第３の発光領域が前記正方形のおよそ半分を
占め、前記第１および第２の発光領域が共同で前記正方形の残りの半分を占め、前記第１
および第２の発光領域のそれぞれが、概ね前記正方形の辺のサイズの細長い寸法、および
概ね前記正方形の前記辺の４分の１のサイズの幅寸法を有することを特徴とする高解像度
表示システム。
【請求項３９】
　請求項３２に記載の高解像度表示システムであって、前記第１の色のスペクトルが橙色
光を含み、前記第１のカラーフィルタが赤色光を選択的に透過させ、前記第２のカラーフ
ィルタが緑色光を選択的に透過させることを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項４０】
　請求項３０に記載の高解像度表示システムであって、前記ディスプレイ基板上に、前記
第１の画素群と同様に配置され、前記第１の画素群に隣接して位置する第２の多色画素群
をさらに含み、それによって、前記第１の発光層と前記第２の発光層が前記第１および第
２の画素群によって共有されることを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項４１】
　請求項４０に記載の高解像度表示システムであって、前記第１および第２の発光層が、
前記第１および第２の画素群の両方に据えられた実質的に連続している層であることを特
徴とする高解像度表示システム。
【請求項４２】
　請求項３０に記載の高解像度表示システムであって、多色画素群の規則的に繰り返すパ
ターンを設けるように前記ディスプレイ基板にわたってパターニングされた前記第１の画
素群に類似する複数の画素群をさらに含むことを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項４３】
　請求項４２に記載の高解像度表示システムであって、多色画素群の前記規則的に繰り返
すパターンが、１インチ当たりおよそ３００画素の密度で前記ディスプレイ基板上に配置
されていることを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項４４】
　請求項３２に記載の高解像度表示システムであって、多色画素群の規則的に繰り返すパ
ターンを設けるように前記ディスプレイ基板にわたってパターニングされた前記第１の画
素群に類似する複数の画素群をさらに含むことを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項４５】
　請求項４２に記載の高解像度表示システムであって、多色画素群の前記規則的に繰り返
すパターンが、１インチ当たりおよそ３００画素の密度で前記ディスプレイ基板上に配置
されていることを特徴とする高解像度表示システム。
【請求項４６】
　請求項３０に記載の高解像度表示システムであって、前記第１の発光層が有機発光材料
を含むことを特徴とする高解像度表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般に、材料を基板に制御可能に堆積することによって形成されるフラットパ
ネルディスプレイ、システム、およびそのようなディスプレイを製造する方法に関し、よ
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り詳細には、シャドウマスクを介して発光層がディスプレイ基板に堆積される有機発光ダ
イオードディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディスプレイは、それぞれが個々の回路（すなわち、画素回路）によって制御される有
機発光素子（「ＯＬＥＤ」）のアレイから作成することができ、表示情報でプログラムさ
れ、表示情報に従って光を発するように選択的に回路を制御するためのトランジスタを回
路は備えている。基板上に作製された薄膜トランジスタ（「ＴＦＴ」）は、そのような画
素回路に組み込むことができる。
【０００３】
　一般に、そのような画素回路は、有機発光層を通過するように電流を伝達する駆動トラ
ンジスタを備える。光は、発光層の中で、正孔と、その層を逆方向に流れる電子との再結
合によって発生する。したがって、発せられる光の強度は、発光層を流れる電流量によっ
て制御され、発せられる光の色は、再結合事象中に可能になっているエネルギー遷移によ
って決まり、これは、発光層として選択される特定の有機材料が持つ機能によって行われ
るものである。さらに、発光層を流れる電流は、駆動トランジスタに印加される電圧によ
って制御され、駆動トランジスタは、自らのチャネル領域の導電率を調整して、発光層内
の電流レベル（および発光）を制御する。
【０００４】
　カラーディスプレイは、概ね画素の３分の１が赤色光を発し、３分の１が緑色光を発し
、３分の１が青色光を発するディスプレイを配置することによって作成され、３つの画素
の群（グループ）はそれぞれ、独立に設定（プログラム）される３つの副画素で構成され
るＲＧＢ画素群を形成する。純色量（カラーコンテンツ：color content）は、ＲＧＢ量
を足し合わせることによって作成される、位置ごとの所望の色に従って光を発するように
各ＲＧＢ画素群をプログラムすることによって表示される。ＲＧＢ画素を設けることは、
それぞれ赤色、緑色、および青色の光を生成する発光層を使用し、所望のＲＧＢパターン
を作成するために所望の画素回路の発光領域における適切な発光層をパターニングするこ
とによって実現できる。
【０００５】
　したがって、そのようなディスプレイを製造するために、適切な発光材料が画素ごとに
適切な発光領域に位置するようにそれぞれの発光層を正確にパターニングすることが必要
となる。発光材料が所望されない領域を遮蔽するのに、薄い金属で形成されたシャドウマ
スクが使用され、発光材料はシャドウマスクを介してディスプレイに堆積する。したがっ
て、シャドウマスクは、すべての赤色画素の発光領域に対応する孔のパターンを有してお
り、孔が赤色画素に一致し、赤色発光材料を堆積するように位置合わせされる。次いで、
シャドウマスクは、たとえば孔が緑色画素と位置合わせされるよう移動させ（または別の
シャドウマスクを配置し）てもよく、緑色発光材料の堆積などが行われる。極めて高い画
素解像度（すなわち、小さな画素サイズ）では、シャドウマスクの孔は極めて小さくなら
なければならず、手順の正確性は、発光層内の不均一性および小さな孔を正確に位置合わ
せする際の困難さによって損なわれる。
【０００６】
　他の例では、カラーディスプレイは、特定の色を透過させるようにフィルタリングされ
る白色発光層から形成することができる。すなわち、白色光（それ自体は赤色と緑色と青
色の組み合わせ）を生成する発光層をすべての画素の発光層内に設けることができる。カ
ラーフィルタは、赤色、緑色、および青色光が所望のＲＧＢパターンに従ってディスプレ
イから透過されるように、特定の画素と関連するディスプレイ基板に配置される。各色を
フィルタリングすることで多くの電力が無駄になる。これは、生成された多くの光エネル
ギーがフィルタにより単純に排除され、わずかな部分だけが透過されて表示される純色量
に寄与するためである。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　カラーディスプレイ全体にわたって高い画素密度でパターニングされるのに適した多色
画素群のための配置およびレイアウトが本明細書に開示されている。一部の配置は、２つ
以上の画素発光領域を含むように、表示パネルの連続する領域にわたってそれぞれが堆積
される別個の色を発する有機発光層を含む。カラーフィルタは、加法混色の原色が表示パ
ネル上の画素の別個のサブセットから透過するように、発光領域の少なくとも一部からの
光を部分的に遮断するように据えられている。一部の配置は、ディスプレイの横列（行：
row）または縦列（列：column）に沿って交互の平行なストリップに堆積された発光層を
設けている。一部の配置は、発光層が少なくとも一部の画素の発光領域において重なって
積み重ねられた構成になるように、互いに対して垂直に配向されている発光層を設けてい
る。いくつかの例では、赤色、緑色、および青色の画素がディスプレイ全体にわたって規
則的なパターンに配置され、青色画素の発光領域が、赤色画素または緑色画素のいずれよ
りも比較的大きなディスプレイの区域を形成する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示の態様は、ディスプレイ基板と、第１および第２の実質的に連続している有機発
光層と、１つまたは複数の第１のカラーフィルタとを備える高解像度表示パネルを実現す
る。ディスプレイ基板は、電極に結合された駆動トランジスタをそれぞれが含む複数の駆
動回路を有し、それによって、基板は、各駆動トランジスタにそれぞれが結合された複数
の電極を含む。第１の実質的に連続している有機発光層は、複数の電極のうちの少なくと
も２つを含む表示パネルの第１の区域に堆積されている。第１の有機発光層は、第１の有
機発光層を通過するように流れる電流に応答して、第１の色のスペクトルに従って光を発
するように構成されている。第２の実質的に連続している有機発光層は、複数の電極のう
ちの少なくとも２つを含む表示パネルの第２の区域に堆積されている。第２の有機発光層
は、第２の有機発光層を通過するように流れる電流に応答して、第２の色のスペクトルに
従って光を発するように構成されている。第１のカラーフィルタは、１つまたは複数の第
１のカラーフィルタを透過する光が第１の原色のカラースペクトルによって特徴付けられ
るように、第１または第２の有機発光層の少なくとも一方から発せられた光を部分的に遮
断するように据えられている。
【０００９】
　本開示の態様は、駆動トランジスタを介して複数の電極に電流を流す（convey）複数の
駆動回路および電流を複数の電極から受け取る発光領域を有するディスプレイ基板を備え
た高解像度表示パネルを作製する方法を実現する。方法は、第１および第２の実質的に連
続している有機発光層を堆積するステップと、第１または第２の有機発光層の少なくとも
一方から発せられる光を部分的に遮断するように据えられた１つまたは複数の第１のカラ
ーフィルタを据えるステップとを含む。第１の実質的に連続している有機発光層は、複数
の電極のうちの少なくとも２つを含む表示パネルの第１の区域に実質的に一定の厚さで堆
積される。第１の有機発光層は、第１の有機発光層を通過するように流れる電流に応答し
て、第１の色のスペクトルに従って光を発するように構成されている。第２の実質的に連
続している有機発光層は、複数の電極のうちの少なくとも２つを含む表示パネルの第２の
区域に実質的に一定の厚さで堆積される。第２の有機発光層は、第２の有機発光層を通過
するように流れる電流に応答して、第２の色のスペクトルに従って光を発するように構成
されている。１つまたは複数の第１のカラーフィルタは、１つまたは複数の第１のカラー
フィルタを透過する光が第１の原色のカラースペクトルによって特徴付けられるように、
第１または第２の有機発光層の少なくとも一方から発せられる光を部分的に遮断するよう
に据えられている。
【００１０】
　本開示の態様は、ディスプレイ基板と、ディスプレイ基板に据えられている第１の多色
画素群と、コントローラとを備える高解像度表示システムを実現する。第１の多色画素群
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は、第１の画素回路、第２の画素回路、第１の実質的に連続している発光層、および第１
のカラーフィルタを含む。第１の画素回路は、第１の発光領域と、駆動トランジスタおよ
び蓄積コンデンサを有し、蓄積コンデンサの充電量に従って、駆動トランジスタを介して
発光領域を通過して電流を流すように構成された駆動回路とを備える。第２の画素回路は
、第２の発光領域と、駆動トランジスタおよび蓄積コンデンサを有し、蓄積コンデンサの
充電量に従って、駆動トランジスタを介して発光領域を通過して電流を流すように構成さ
れた駆動回路とを備える。第１の実質的に連続している発光層は、第１の発光領域および
第２の発光領域を含む第１の区域に実質的に一定の厚さで堆積している。第１の発光層は
、第１の発光層を通過するように流れる電流に応答して、第１の色のスペクトルに従って
光を発するように構成されている。第１のカラーフィルタは、第１の原色の光が第１のカ
ラーフィルタを透過するように、第１の発光領域から発せられた光を部分的に遮断するよ
うに据えられている。コントローラは、プログラミングサイクル中に、プログラミング情
報に従って第１および第２の画素回路の駆動回路をプログラムするように構成されており
、それによって、画素回路は、プログラミングサイクル後の駆動サイクル中にプログラミ
ング情報に従って光を発する。
【００１１】
　上記および別の態様ならびに本発明の実施形態は、図面を参照しながら行う種々の実施
形態および／または態様の詳細な説明に照らすことで当業者には明らかとなり、図面の簡
単な説明を次に示す。
【００１２】
　本発明の上記およびその他の利点は、以下の詳細な説明を読み、図面を参照することで
明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１Ａ】１つまたは複数の有機発光層を通る電流を駆動（ドライブ）するための電極の
アレイを有するＴＦＴバックプレーンと、発光層からの光を部分的に遮断するためのカラ
ーフィルタのパターンとを備える表示パネルの分解図である。
【図１Ｂ】蓄積コンデンサと、蓄積コンデンサの充電量に従って発光領域を通過するよう
に電流を流すための駆動トランジスタとを備えるアクティブマトリックスディスプレイの
画素用のＴＦＴバックプレーンにおける代表的な駆動回路の回路図である。
【図１Ｃ】積み重ねられた発光層およびカラーフィルタを有する単一の画素用の発光領域
の側面図である。
【図２Ａ】青色発光材料の実質的に連続しているストリップが青色端子（ターミナル）お
よび白色端子（ターミナル）の上にある状態に形成されたＲＧＢＷ多色画素群のレイアウ
トの上面図である。
【図２Ｂ】青色発光材料のストリップが橙色発光材料の層の上に形成されたＲＧＢＷ多色
画素群レイアウトの一側面から見た図である。
【図２Ｃ】橙色発光材料の層が青色発光材料のストリップの上に形成されたＲＧＢＷ多色
画素群レイアウトの一側面から見た図である。
【図２Ｄ】赤色副画素および緑色副画素が細長い発光領域を有するＲＧＢＷ多色画素群の
代替構成の上面図である。
【図２Ｅ】図２Ａおよび図２Ｄのレイアウトと同様に配置された発光層を含むＲＧＢ多色
画素群のレイアウトの上面図である。
【図３Ａ】橙色発光材料と青色発光材料の交互のストリップから形成され、青色副画素が
赤色副画素および緑色副画素に対して大きくなっているＲＧＢ多色画素群のレイアウトの
上面図である。
【図３Ｂ】図３Ａのレイアウトに類似する、ＲＧＢ多色画素群のレイアウトの上面図であ
るが、ここでは赤色副画素および緑色副画素が細長い発光領域を有する。
【図４Ａ】橙色発光材料と青色発光材料の交互のストリップから形成され、隣接する青色
副画素が交互の上と下の行にある赤色副画素および緑色副画素と関連している、ＲＧＢ多
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色画素群のレイアウトの別の上面図である。
【図４Ｂ】図４Ａのレイアウトに類似する、ＲＧＢ多色画素群のレイアウトの上面図であ
るが、ここでは各ＲＧＢ多色画素群における青色副画素が、赤色副画素または緑色副画素
のいずれよりも大きな面積を有する。
【図４Ｃ】図４Ｂのレイアウトに類似する、ＲＧＢ多色画素群のレイアウトの上面図であ
るが、ここでは隣接する多色画素群が、共通の一体化青色副画素を共有している。
【図４Ｄ】図４Ｂのレイアウトに類似する、ＲＧＢ多色画素群のレイアウトの上面図であ
り、赤色副画素および緑色副画素が細長い発光領域を有している。
【図５】青色発光材料の垂直に位置合わせされたストリップと重なった、赤色発光材料と
緑色発光材料の平行なストリップから形成されたＲＧＢ多色画素群のレイアウトの上面図
である。
【図６Ａ】青色発光材料の垂直に位置合わせされたストリップと重なった、赤色発光材料
と緑色発光材料の平行なストリップから形成され、青色副画素を赤色副画素および緑色副
画素に対して大きくしたＲＧＢ多色画素群のレイアウトの上面図である。
【図６Ｂ】発光材料の層およびカラーフィルタのＴＦＴバックプレーンに対する位置合わ
せを示す、図６ＡのＲＧＢ多色画素群の一側面から見た図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明は種々の変形および代替形態が可能であるが、特定の実施形態を一例として図面
に示してあり、本明細書において詳細に説明する。ただし、開示された特定の形態に本発
明が限定されることは意図していない点が理解されるべきである。むしろ、本発明は、添
付の特許請求の範囲によって規定される本発明の趣旨および範囲に入るすべての変形、均
等物、および代替をカバーすることになる。
【００１５】
　図１Ａは、１つまたは複数の有機発光層４０を通る電流を駆動するための電極のアレイ
を有するＴＦＴバックプレーン２０と、発光層４０からの光５０を部分的に遮断するため
のカラーフィルタ６０のパターンとを備える表示パネル１０の分解図である。ＴＦＴバッ
クプレーン２０は基板上に形成することができ、プログラミング情報を受け取るための、
また、発光層４０を通過するように駆動電流３０を流すための画素回路のアレイを含むこ
とができる。一般に、ＴＦＴバックプレーン２０は、行と列に配置された電極（たとえば
、電極２２ｒ、２２ｇ、２２ｂなど）のアレイを含み、各電極は、そのそれぞれの電極を
介して、発光層４０を通る電流を駆動するための別個の画素回路と関連付けられている。
【００１６】
　一般に、ＴＦＴバックプレーンはアクティブマトリックスバックプレーンであり、ＴＦ
Ｔバックプレーンにおける各画素回路は、駆動トランジスタおよび蓄積コンデンサを含む
。駆動トランジスタは、一般に、駆動トランジスタによって駆動される電流も、そのそれ
ぞれの電極を介して、発光層４０の対応する部分を通って流れるように、そのそれぞれの
電極と直列になっている。蓄積コンデンサは、一般に、駆動トランジスタを通って流れる
電流が蓄積コンデンサの充電量によって制御されるように、駆動トランジスタのコンダク
タンスに影響するように据えられている。蓄積コンデンサの充電量は、データ線を介して
画素回路に運ばれるプログラミング情報に従ってセット（すなわち、プログラム）するこ
とができ、データ線は、たとえばデジタル映像ストリームなどの表示情報に従ってデータ
ドライバによって駆動される。したがって、いくつかの実施形態では、各画素回路は、電
圧プログラミング、電流プログラミング、またはその組み合わせによって蓄積コンデンサ
を充電するプログラミングサイクル中に表示情報に従ってプログラムされ、次いで、プロ
グラミングサイクル後の発光サイクル中にプログラミング情報に従って光を発するように
駆動され得る。いくつかの実施形態において、プログラミングサイクルの継続時間は、画
素回路がデータ線に接続されている間隔に対応する。
【００１７】
　例示的な画素回路１００を、以下でさらに検討する図１Ｂに示してある。ある例示的実



(13) JP 2015-515732 A 2015.5.28

10

20

30

40

50

装では、ＴＦＴバックプレーン２０における画素回路は、図１Ｂに示す画素回路１００と
は異なるように構成され得る。ＴＦＴバックプレーン２０はデータドライバ１３２および
アドレスドライバ１３４への接続部を備えることができ、これは、画素回路１００をプロ
グラミングおよび駆動して駆動電流３０を発光層４０に運び、それによって、放出された
光５０にカラーフィルタ層６０を透過させ、その結果、フィルタリングされた光７０を表
示システム１０から外に透過させるためである。図１Ｂの例示的な画素回路１００に示さ
れるように、コントローラ１３０は表示データ１３８を受け取り、指令信号をアドレスド
ライバ１３４およびデータドライバ１３２に送って、画素回路１００が、受け取った表示
データ１３８に従ってプログラミングおよび駆動されるようにする。コントローラ１３０
はまた、関連付けられたメモリ１３６に格納されている情報に従って、プログラミングお
よび／または駆動を調整（「チューニング」）することもできる。たとえば、メモリ１３
６は、画素回路１００の電気部品の劣化（たとえば、経年変化）を考慮するようにプログ
ラミング値を増減させるか、または調整するために、画素回路１００を含む表示パネルに
おける１つまたは複数の画素回路に対して調整値を提供するためのルックアップテーブル
を含むことができる。たとえば、プログラミング値は、駆動トランジスタの閾値電圧の変
化、発光素子の立ち上がり電圧の変化、および／または駆動トランジスタの電流／電圧特
性の変化を考慮するように調整することができる。追加または代替として、メモリ１３６
は、提供されたプログラミング値、画素回路の動作履歴、画素回路の１つもしくは複数の
測定値（たとえば、電流値、発光値など）、および／またはディスプレイの年数（「動作
時間」）に基づいて、画素回路（またはそのサブセット）ごとに調整量を特徴付ける式の
係数（またはルックアップテーブル）を格納することができる。
【００１８】
　一般に、ＴＦＴバックプレーン２０は、それぞれがプログラミング情報に従ってプログ
ラムされ、発光領域を通る駆動電流を提供するようにプログラミング情報に従って駆動さ
れ得る複数の別個の画素回路を含む。駆動電流は、各画素回路と関連する別個の駆動端子
を介して流れ得る。そのような画素回路のパネル全体をプログラムすることによって、表
示パネル１０を駆動して画像を表示させることができ、また、表示された内容を十分に高
いリフレッシュ速度で動的に更新することにより、表示パネル１０は映像内容を表示する
ようになる。さらに、表示パネル１０は、表示パネル全体にわたって特定の色を発する画
素を据えることによって、純色量を表示できる。たとえば、表示パネル１０は、赤色光と
緑色光と青色光のプログラミング可能な組み合わせに従って表示パネルから光が発生し得
るように、赤色画素と緑色画素と青色画素の規則的に繰り返すパターンを備えて配置され
得る。追加または代替として、表示パネル１０はまた、白色光、シアン光、マゼンタ光、
黄色光、橙色光などを発する画素を備えて配置され得る。図１Ａに示した色に特有な画素
の例示的な配置を次に詳細に説明する。
【００１９】
　ＴＦＴバックプレーン２０は、第１の画素群２２および第２の画素群２４を含む。第１
の画素群２２および第２の画素群２４は両方とも３つの別個の画素回路を含み、各画素回
路は別個の端子を有する。第１の画素群２２は、赤色端子２２ｒ、緑色端子２２ｇ、およ
び青色端子２２ｂを含む。第２の画素群２４はまた、赤色端子２４ｒ、緑色端子２４ｇ、
および青色端子２４ｂを含む。駆動電流３０は、それぞれの端子２２ｒ、ｇ、ｂ、２４ｒ
、ｇ、ｂなどを介して発光層４０に流れる。発光層４０は、実質的に連続している青色発
光材料４１、４８と橙色発光材料４５の交互の細長いストリップを備えて配置されている
。ある種の有機材料は、最高被占分子軌道と最低空分子軌道の間のエネルギーギャップを
もたらす分子構造を有し、正孔および自由電子を有機材料に注入することによって、発光
の再結合事象が生じて、エネルギーギャップに近い特徴エネルギーの光を発する。したが
って、所望の色特徴を有する放出された光５０を発生させるために、青色光、橙（オレン
ジ）色光、赤色光などを発する材料など、さまざまな色のエレクトロルミネセンススペク
トルを有する特定の有機材料が選択され得る。図１Ａに示した表示パネル１０では、青色
発光材料４１、４８のストリップは青色光を発し、橙色発光材料４５のストリップは橙色
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光を発する。
【００２０】
　青色発光材料４１の第１のストリップは、第１の画素群２２からの青色端子２２ｂおよ
び第２の画素群２４からの青色端子２４ｂに重なる（オーバーラップする）（「覆いかか
る（コート）」）ように据えられている。青色発光材料４１の第１のストリップは、青色
端子２２ｂ、２４ｂを含む区域の上に据えられている細長いスリット開口部を有する薄い
シャドウマスクを使用して、堆積プロセスによって青色端子２２ｂ、２４ｂの上に形成さ
れ得る。同様に、橙色発光材料４５のストリップは、第１および第２の画素群２２、２４
からの赤色および緑色端子２２ｒ、ｇおよび２４ｒ、ｇに重なる（「覆いかかる」）よう
に据えられており、細長いスリット開口部を有する薄いシャドウマスクを使用して堆積処
理によって形成され得る。したがって、発光材料４１、４５のストリップは一般にそれぞ
れ、ＴＦＴバックプレーン２０の２つ以上の端子を含む表示パネルの区域の上に連続的に
延在する。ただし、前述のように発光ストリップ４１、４５の放射率（発光の度合い）（
すなわち、放出された光５０の輝度）は材料内を流れる電流の量（したがって、材料内で
発生する発光再結合事象の量）によって調節される。
【００２１】
　駆動電流３０は発光層４０を主として垂直に流れ、ＴＦＴバックプレーンの端子と、発
光層４０の反対側の対応する端子との間の最短経路に沿って材料を通り、この端子は、供
給線間電圧（たとえば、ＶｄｄまたはＶｓｓ）をもたらし、たとえば、インジウムスズ酸
化物（ＩＴＯ）または類似の材料の透明導電性端子であってもよい。特に、発光層４０は
、層４０の中ではなく層４０に沿って水平に流れる電流に対して比較的抵抗性であり、し
たがって、ＴＦＴバックプレーン２０における各端子からの駆動電流３０は一般に、層４
０の中を、各端子の上に据えられている制限された領域のみ流れる。言い換えれば、発光
材料４１、４５、４８のストリップは、複数の画素にまたがる連続する層としてストリッ
プ４１、４５、４８が配置されている場合であっても、画素回路ごとに別個にプログラム
される発光領域のアレイと考えることができる。表示パネル１０の例示的な構成では、青
色発光材料４１の第１のストリップは、ＴＦＴバックプレーン２０の別個の端子の上にそ
れぞれ据えられている第１の区域４２および第２の区域４３を含む。第１の区域４２は、
第１の画素群２２の青色端子２２ｂに重なり、駆動電流３０に従って青色端子２２ｂから
青色光を発するように据えられている。同様に、第２の区域４３は、第２の画素群２４の
青色端子２４ｂに重なり、駆動電流３０に従って青色端子２４ｂから青色光を発するよう
に据えられている。
【００２２】
　同様に、発光橙色材料４５のストリップは、ＴＦＴバックプレーン２０の別個の端子に
対応する複数の離散的な区域を含み、ここでは、橙色ストリップ４５の各区域が、各端子
からの駆動電流３０に従ってルミネセンスを示す。一例として、橙色発光材料４５のスト
リップは、緑色端子２２ｇから流れる駆動電流３０に従って橙色光を発するように据えら
れている第１の区域４６と、さらには赤色端子２２ｇから流れる駆動電流３０に従って橙
色光を発するように据えられている第２の区域４７とを含む。パターニングされたカラー
フィルタ６０は、放出された橙色光５０の赤色成分（７０）と緑色成分（７０）を選択的
に透過させるように、橙色発光材料４５のストリップの上に配置されている。緑色フィル
タ６２は第１の区域４６の上に配置され、赤色フィルタは第２の区域４７の上に配置され
ている。同様に、緑色フィルタ６６と赤色フィルタ６８は、橙色発光層４５の上の、それ
ぞれ第２の画素群２４の緑色端子２４ｇと赤色端子２４ｒに対応する領域に配置されてい
る。赤色フィルタ６２、６６は、橙色発光材料４５のエレクトロルミネセンススペクトル
からの赤色量を選択的に透過させ、一方で緑色フィルタ６４、６８は、橙色発光材料４５
のエレクトロルミネセンススペクトルからの緑色量を選択的に透過させる。いくつかの例
では、赤色フィルタおよび緑色フィルタはリソグラフィプロセスによって付けることがで
きる。
【００２３】
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　表示パネル１０は、高解像度カラーディスプレイを構築するためのある例示的な配置を
設けている。たとえば、有機発光材料は、複数の画素回路にまたがる実質的に連続してい
る細長いストリップとして堆積し得るので、個々の発光領域／区域（たとえば、区域４６
、４７など）の寸法は、他のカラーディスプレイに関連するいくつかの問題は被らない。
いくつかの他の技術によれば、各色についてパターンに配置された開口部／正孔を有する
薄い金属（たとえば、おおよその厚さが１０マイクロメートル）でできたシャドウマスク
が、色に特有な発光材料を堆積する前にディスプレイ基板の上に配置される。たとえば、
赤色画素の位置に開口部を有するシャドウマスクが、赤色画素と位置合わせされた開口部
を有するディスプレイ基板の上に位置し、赤色発光材料は既に堆積しており、次に、青色
画素の位置に開口部を有するシャドウマスクが、ディスプレイ基板の上に位置し、青色発
光材料は既に堆積しており、また別の色についても同様である。これらの技術では、シャ
ドウマスクを正確に（表示パネルの高さと幅の両方に沿った）２つの寸法に位置合わせす
る点で困難を来し、また、そのようなシャドウマスクを介して作り出される別個の発光領
域の最小寸法に実際上の制限をもたらす。
【００２４】
　画素解像度が１インチ当たり３００画素（ｐｐｉ）近くの（またはそれを超えることす
らある）極めて高い表示解像度において、画素ピッチ（すなわち、画素ごとのアクティブ
な領域のサイズ）は必然的に小さく、各発光領域の典型的な寸法はおよそ１０～２０マイ
クロメートルであり、これはシャドウマスク自体のおおよその厚さでもある。そのような
場合、方向性のある堆積プロセスは、シャドウマスクがディスプレイ基板に直接接してい
る場合であっても、発光領域全体にわたって堆積する有機フィルムの厚さが不均一という
影問題に直面する。均一でない厚さは、方向性堆積源と発光領域の間の角度から生じ、マ
スクの縁が、発光領域の一部を堆積源から遮る「影」を生じさせることにより、発光領域
の一部が堆積源への見通し線を欠くことになる。影で覆われた発光領域の部分は、影で覆
われていない発光領域の部分に比べて受け取る有機材料が比較的少なくなる。発光領域の
寸法（すなわち、シャドウマスクの開口部の寸法）がマスク自体の厚さの寸法よりも著し
く大きいとき、この「影」の影響の大部分は無視できる。しかし、シャドウマスクの寸法
がシャドウマスクの厚さに近づくにつれて「影」の問題は悪化し、発光領域の一部に有機
発光材料が存在しないということすらあり得る。
【００２５】
　本開示のいくつかの態様では、２つ以上の端子にまたがるＴＦＴバックプレーン２０の
区域に対応する細長い開口部を備えたシャドウマスクを形成できる。細長い開口部は、得
られる発光領域の境界がシャドウマスクの縁によって両方向ではなく一方向に画定される
ので、影の影響をあまり受けない。さらに、シャドウマスクは一般に、一方向に沿って慎
重に位置合わせされるように配置することができ、このとき、細長い開口部の向きに沿っ
た位置合わせ公差をより大きくして、そのようなディスプレイの迅速な構築と組み立てを
容易にしている。
【００２６】
　さらに、本開示の態様は、光を発光材料からその純色量に従って選択的に透過させるた
めに、カラーフィルタ（たとえば、カラーフィルタ７０）を１つまたは複数の発光層（た
とえば、橙色発光材料４５）の上に据えることを可能にしている。有利には、本開示では
、全体の画素の一部（「サブセット」）のみの上にカラーフィルタを備えるディスプレイ
が可能であり、それによって、サブセットで発生した光は（フィルタを介して）部分的に
遮断されるが、他の画素によって発生させられた光はフィルタリングされない。純色量を
作り出すためにカラーフィルタを使用することは、無駄の多いエネルギー消費プロセスで
ある。これは、表示内容に寄与しない光を発生させるために発光領域が必要になるためで
ある（すなわち、カラーフィルタによってフィルタリング／吸収された光は、表示内容に
寄与しないエネルギーを反映している）。
【００２７】
　したがって、各画素に対する発光領域で白色光を発生させ、次いで、所望の純色量で光
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を選択的に透過させるためにすべての画素の上に適切なカラーフィルタを据えているディ
スプレイとは対照的に、図１Ａにおける配置（および本明細書において検討する他の配置
）は、画素のサブセットの選択的フィルタリングを可能にする一方で、他の画素はフィル
タリングされずに光を発する。そのような配置は、非効率的に生成され（かつ、フィルタ
に吸収され）る光の量を減らすことによって、かかる素子のエネルギー効率を高め、およ
び／または動作期間を長くする。特に、半導電性部品にかかる電気的ストレスの量を減ら
すことで、本ディスプレイ構成によって発光領域および／またはＴＦＴバックプレーンに
おける回路素子の動作期間を延ばすことができる。各画素からの光の生成を減少させるこ
とで、発光層内の電流密度および駆動電流３０の大きさを低下させ、ひいては、それぞれ
の駆動トランジスタにかかる電圧ストレスを減少させることによって、そのようなストレ
スが減少する。
【００２８】
　本開示のいくつかの実施形態ではさらに、他の色よりも青色発光について大きな発光領
域を有するように形成された多色画素群が提供される。青色発光材料は、より電気的劣化
に影響されやすく、通常は他の色の発光材料よりも速く劣化する。場合によっては、発光
材料の電気的劣化による表示装置の耐用期間は、あまり光を出さず、および／または安定
した輝度を実現するためにそれらの耐用期間にわたってより高い作動電圧を必要とする青
色発光材料の経年変化によってほぼ支配される。しかしながら、青色発光材料の経年変化
は、発光材料内の電流密度を減少させることによって低減することができる。したがって
、ディスプレイの明るさ（または、電流密度と相関する放射率）と、電流密度が大きいほ
ど速くなるディスプレイの経年変化とのトレードオフを行うことがある。しかしながら、
青色発光領域の相対的な面積を増やすことによって、青色材料からの実質的に同じ光出力
を実現しながら、青色発光材料内の電流密度を減少させることができる。言い換えれば、
大きな青色発光領域によって、青色発光材料を流れる全体の電流（したがって全体の放射
率）は、小さな青色発光領域での場合と同じにできるにもかかわらず、大きな領域内の（
経年劣化を決める）電流密度は、小さな領域での場合よりも少なくすることができる。た
とえば、多色画素群は赤色、緑色、および青色副画素を含むことができ、青色副画素は、
赤色および緑色副画素のそれぞれの発光領域の概ね２倍のサイズの発光領域を含むことが
できる。そのような配置では、青色副画素内の電流密度は、青色発光領域が赤色および緑
色発光領域と同じサイズだった場合の値のおよそ半分である。その結果、そのようなディ
スプレイ全体の経年劣化は、一般に、各色について等しいサイズの発光領域を有するディ
スプレイよりも少ない。これは、経年変化が青色材料の劣化によって支配されないためで
ある。
【００２９】
　図１Ｂは、蓄積コンデンサ１１６と、蓄積コンデンサ１１６の充電量に従って発光領域
を通過するように電流を流すための駆動トランジスタ１１２とを備えるアクティブマトリ
ックスディスプレイの画素用のＴＦＴバックプレーン２０における代表的な画素回路１０
０の回路図である。画素回路１００は、データ線１２２、選択線１２０、ならびに第１お
よび第２の電源ライン１２４、１２６に接続されている。コントローラ１３０は、画素回
路１００から放出されるべき輝度の量（大きさ）を示す表示データ１３８（映像ストリー
ムなど）を受け取る。コントローラ１３０は、プログラミングサイクル中に、受け取った
表示データ１３８に従って画素回路１００をプログラムし、発光サイクル中に、画素回路
１００に光を放出させるように、データドライバ１３２およびアドレスドライバ１３４を
動作させる。画素回路１００のプログラミングサイクル中に、アドレスドライバ１３４は
、データ線１２２がスイッチトランジスタ１１８を介して蓄積コンデンサ１１６に接続さ
れるように、選択線１２０をセットしてスイッチトランジスタ１１８をオンにする。デー
タ線１２２を介して蓄積コンデンサ１１６を充電するために、プログラミング情報が画素
回路１００に運ばれる。蓄積コンデンサ１１６は、プログラミングサイクル中に蓄積コン
デンサ１１６に集まった充電量に従って、発光サイクルの間に駆動トランジスタ１１２が
駆動されるように配置されるのが望ましい。図１Ｂに示してあるように、蓄積コンデンサ
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１１６は、駆動トランジスタ１１２のゲート端子と、蓄積コンデンサ１１６がプログラミ
ング電圧に従って充電可能になるのに十分な安定電圧、たとえば対地電圧、基準電圧など
との間に接続され得る。いくつかの例では、蓄積コンデンサは、蓄積コンデンサ１１６に
溜まった充電が駆動トランジスタ１１２のチャネル領域のコンダクタンスに影響するよう
に、駆動トランジスタ１１２のゲートおよび／またはソース端子の間に接続され得る。し
たがって、蓄積コンデンサ１１６にかける充電用の電圧をプログラムすることによって、
駆動トランジスタ１１２の電流／電圧特性に従って、駆動トランジスタ１１２（およびＯ
ＬＥＤ１１４）を通って流れる電流を制御する。
【００３０】
　画素回路１００においてプログラミングを開始するために、アドレスドライバ１３４は
、選択線１２０を動作させてスイッチトランジスタ１１８をオンにする。たとえば、アド
レスドライバ１３４は、スイッチトランジスタ１１８をオンにする高さに選択線１２０を
セットして、それによって画素回路をデータ線１２２に接続することができる。データ線
１２２は、データドライバ１３２を介して、表示データ１３８に基づいて適切なプログラ
ミング電圧にセットされる。場合により、プログラミング電圧は、メモリ１３６の情報に
従って、経年劣化を考慮するように調整され得る。データ線１２２のプログラミング電圧
は、駆動トランジスタ１１２のゲートに接続される蓄積コンデンサ１１６に、スイッチト
ランジスタ１１８を介して運ばれる。蓄積コンデンサ１１６は、駆動トランジスタ１１２
のゲートに接続されているものとは反対の端子における対地電圧に接続され、それによっ
て、プログラミング電圧と対地電圧の差に従って充電されるように蓄積コンデンサを据え
ている。ただし、蓄積コンデンサ１１６はまた、プログラミング電圧に従って蓄積コンデ
ンサ１１６の充電を可能にするのに適した別の安定な電圧、たとえば、電力供給電圧線（
たとえば、ＶｄｄもしくはＶｓｓ）、ＯＬＥＤの端子、または蓄積コンデンサ１１６がプ
ログラミング中に浮動するのを防止するのに十分な別の端子に接続されてもよいことに特
に留意されたい。駆動トランジスタ１１２は発光素子１１４と直列に接続されており、こ
の発光素子は、たとえばＯＬＥＤであり得る。駆動トランジスタ１１２と発光素子１１４
の直列は、第１の電源ラインＶｄｄ１２４と第２の電源ラインＶｓｓ１２６の間に接続さ
れている。電源ラインＶｄｄ１２４およびＶｓｓ１２６は、固定電圧をもたらすことがで
き、または場合により動的に調整され得る。たとえば、電源ライン１２４、１２６の一方
または両方は、プログラミングサイクル中に発光素子１１４に逆バイアスをかけるのに十
分な値に調整することができ、それによって、プログラミングサイクル中に、発光素子１
１４をプログラムしながら発光素子１１４からの発光を防止する。
【００３１】
　したがって、画素回路１００は、データドライバ１３２を介して蓄積コンデンサ１１６
に適切なプログラミング電圧を溜めながら、アドレスドライバ１３４を介してスイッチト
ランジスタ１１８をオンにすることによって、プログラミング情報に従って光を発するよ
うに動作させることができる。次いでスイッチトランジスタ１１８をオフにし、駆動トラ
ンジスタ１１２のゲートの電圧をセットすることによって、蓄積コンデンサ１１６の電圧
が、駆動トランジスタのゲート－ソース間電圧を制御する。駆動トランジスタ１１２のチ
ャネル領域のコンダクタンスが、そのゲート－ソース間電圧によって（たとえば、駆動ト
ランジスタ１１２の電流／電圧特性に従って）影響を受けるので、駆動トランジスタ１１
２の中の電流レベルは、蓄積コンデンサ１１６の充電量によって決まる。さらに、発光素
子１１４の放射率が発光素子１１４を流れる電流によって確立されるので、画素回路１０
０からの光出力は、駆動サイクルの間、蓄積コンデンサ１１６の電圧に従って制御される
。
【００３２】
　いくつかの例では、データドライバ１３２がデータ線１２２をプログラミング電圧にセ
ットすることができ、これによって、プログラミング電圧に従って蓄積コンデンサ１１６
を充電できるようになる。他の例では、データ線１２２は場合によりプログラミング電流
を流すことができ、画素回路１００は、駆動トランジスタ１１２またはミラートランジス
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タなどの別のトランジスタを流れるプログラミング電流（またはプログラミング電流に関
連する電流）を維持するのに十分な電圧に従って、蓄積コンデンサ１１６の充電が可能に
なるように配置することができる。
【００３３】
　本明細書において開示されたいくつかの画素構成では、画素回路は、１つまたは複数の
ＯＬＥＤを形成し、（図２Ａ～図２Ｅのような）各層を通過する電流に従って光を発する
２つ以上の別個の発光層を含む積み重ねられた（「層状の」）領域を有することができる
。図１Ｃは、積み重ねられた発光層および例示の目的で設けられたカラーフィルタを含む
単一の画素用の例示的な発光領域の側面図である。図１Ｃに示す積み重ねられた領域は、
駆動電極１４２と電源ライン１６６の間に直列に接続された２つのＯＬＥＤ１７１、１７
２と考えることができる。電源ライン１６６は、封入基板１７０の上または近くに配置さ
れたインジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）などの透明な導電性材料であり得る。各ＯＬＥＤ１
７１、１７２は、カソード（電子注入層１４４、１５６（ＥＩＬ））およびアノード（正
孔輸送層１５２および正孔注入層１６４）を含む。
【００３４】
　駆動電極１４２はＴＦＴバックプレーン１４０の上に据えられている。駆動電極１４２
は、図１ＡにおけるＴＦＴバックプレーン２０の電極（「端子」）（たとえば、第１の画
素群の端子２２ｒ、ｇ、ｂ）に類似していることがある。駆動電極１４２は、駆動電極１
４２を介して流れる電流が画素回路によって制御されるように、ＴＦＴバックプレーン内
の画素回路用の駆動トランジスタと直列に接続されている。たとえば、図１Ｂの画素回路
１００を参照すると、駆動電極１４２は、駆動トランジスタ１１２のドレイン端子に接続
することができる。再び図１Ｃを参照すると、電子注入層（ＥＩＬ）１４４は、駆動電極
１４２の上に据えられている。ＥＩＬ１４４は一般に、たとえばアルミニウム、金などの
、ＯＬＥＤ１７１、１７２に自由電子を提供するのに適した比較的大きい仕事関数をもつ
導電性の金属を含む材料から形成され得る。ＥＩＬ１４４はまた、ＯＬＥＤ１７１、１７
２の一方または両方から発せられた光が封止ガラス１７０に向かって向きを変えられるよ
うに、反射性材料であってもよい。ＥＩＬ１４４はまた、ＯＬＥＤのカソード端子と考え
ることもでき、いくつかの実施形態では、駆動電極１４２と一体化されるか、または結合
されていることがある。
【００３５】
　第１のＯＬＥＤ１７１は、ＥＩＬ１４４、正孔ブロック層１４６（ＨＢＬ）、第１の発
光層１４８（ＥＬ－１）、電子ブロック層１５０（ＥＢＬ）、および正孔輸送層１５２（
ＨＴＬ）を含む。ＨＢＬ１４６は、第１の発光層１４８（ＥＬ－１）の外で正孔が電子と
再結合することになるＥＩＬに、正に帯電した正孔が到達するのを防止するために、ＥＩ
Ｌ１４４を覆って据えられている。ＥＬ－１　１４８は、ＥＬ－１　１４８の中で発生す
る正孔－電子の再結合事象に応答して第１の色で光１４９を発するのに適した分子の構造
をもつ有機フィルムである。したがって、ＨＢＬ１４６は、ＥＬ－１　１４８の中で発生
する再結合事象（したがって発光事象）の数を最大化することによって、第１のＯＬＥＤ
１７１の効率を高める。ＥＢＬは同様に、自由電子がＨＴＬ１５２へ移動することを阻止
し、それによって発光層１４８の外での非効率な（すなわち、光以外を発生させる）再結
合事象の発生を防止することにより、第１のＯＬＥＤ１７１の効率を高める。
【００３６】
　１つまたは複数の中間層１５４が、ＨＴＬ１５２（第１のＯＬＥＤ１７１のアノードで
もある）と、ＥＩＬ１５６（第２のＯＬＥＤ１７２のカソードでもある）との間に設けら
れている。中間層１５４は、第２のＯＬＥＤ１７２から第１のＯＬＥＤ１７１のＨＴＬ１
５２へ移動する正に帯電した正孔を運ぶのに適した実質的に透明および／または半透明の
材料を含み得る。場合によっては、中間層１５４は、三酸化タングステン、他の窒化物お
よび／または酸化物、導電性の金属などを含み得る。
【００３７】
　第２のＯＬＥＤ１７２は、ＥＩＬ１５６、電子輸送層１５８（ＥＴＬ）、第２の発光層
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１６０（ＥＬ－２）、正孔輸送層１６２（ＨＴＬ）、およびＨＩＬ１６４を含む。ＥＩＬ
１５６およびＨＩＬ１６４は、第２のＯＬＥＤ１７２のそれぞれカソードおよびアノード
を規定する。ＥＩＬ１５６は中間層１５４の上に据えられており、ＥＴＬ１５８を通過す
るように自由電子を発光層１６０に向けて放出する。いくつかの例では、ＥＩＬ１５６と
ＥＴＬ１５８は単一層の中に結合されていることがある。ＥＬ－２　１６０は、ＥＬ－２
　１６０の中で発生する正孔－電子再結合事象に応答して第２の色で光１６１を発するの
に適した分子の構造をもつ別の有機フィルムである。ＨＴＬ１６２およびＨＩＬ１６４は
、正に帯電した正孔をＥＬ－２　１６０に運ぶために、ＥＬ－２　１６０の上に据えられ
ている。
【００３８】
　したがって、ＯＬＥＤ１７１、１７２を流れる電流によって、第１の発光層１４８（Ｅ
Ｌ－１）において第１の光１４９が、また第２の発光層１６０（ＥＬ－２）から第２の光
１６１が発生することになる。発生した光１４９、１６１は、ＩＴＯで形成された電源ラ
イン１６６を含む透明および／または半透明の層を通って、封入ガラス１７０へ運ばれる
。カラーフィルタ１６８は、発生した光１４９、１６１をその純色量に従って選択的に透
過させるために、封入ガラス１７０の片側に含まれている。たとえば、カラーフィルタ１
６８の透過スペクトルは、透過光が実質的に赤色、緑色、または青色の光になるようなも
のであり得る。ある例においては、ＥＬ－１　１４８から発せられた光１４９は青色光で
あることがあり、ＥＬ－２　１６０から発せられた光１６１は橙色光であることがあり、
その結果、混合した光１４９、１６１は共同で可視光色スペクトルのかなりの部分を含み
、白色光と考えられる。したがって、カラーフィルタ１６８は、白色光への特定の色の寄
与分（たとえば、赤色、緑色、青色の寄与分）を選択的に透過させることができる。別の
例では、ＥＬ－１　１４８から発せられた光１４９は赤色光であることがあり、ＥＬ－２
　１６０から発せられた光１６１は青色光であることがあり、カラーフィルタ１６８は、
発光層（たとえば、ＥＬ－１　１４８またはＥＬ－２　１６０）の一方からの光を選択的
に透過させながら、他方からの光の大部分を遮断する（「吸収する」）ように、赤色また
は青色であり得る。
【００３９】
　図１Ｃに示した例示的な発光領域は、電流が、電源ライン１６６から、ＯＬＥＤ１７１
、１７２を通って、バックプレーン１４０の中の直列接続された駆動トランジスタに従っ
て電流レベルを調節する駆動電極１４２へ流れる「頂部駆動型」に配置された画素回路を
指す。ただし、本開示の態様は、駆動トランジスタが層状のＯＬＥＤ素子のアノードと直
列に接続され、駆動電極からＯＬＥＤを通過して別の電源ラインへ電流が流れるように配
置された底部駆動型の画素回路に適用される。底部駆動型の画素配置では、カラーフィル
タ（たとえば、図１Ａのカラーフィルタ６０）がディスプレイ基板に（たとえば、リソグ
ラフィプロセスを介して）付けられ得ることも企図される。
【００４０】
　以下の図および付随する説明では、複数の端子にまたがる発光層および各配置における
画素のサブセットから光をフィルタリングするように配置されたカラーフィルタを含む多
色画素群を配置するための配置（「構成」）のいくつかの例。本明細書において開示され
ている画素群は、表示パネル全体にわたる純色量の独立した制御を可能にして、それによ
り、色画像および／または映像を生成するために、表示パネル全体にわたってパターニン
グされ、行と列に配置され得ることが特に企図される。さらに、本明細書に記載の配置お
よび構成は、発光領域、駆動端子、および／またはカラーフィルタのためのレイアウトを
含み、多様な異なるプログラミングおよび駆動方式を使用する多様な画素回路に適用され
得ることに特に留意されたい。さらに、一例として図１Ｃに説明したように、別の層およ
び／または材料が、発光層の間および／またはその周りに含まれ得ることが特に理解され
る。
【００４１】
　さらに、本開示の分かりやすさと一貫性のために、本明細書に含まれる配置および構成
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は、別個に制御可能な駆動端子のパターンを含むＴＦＴバックプレーン基板に据えられた
頂部駆動型の画素回路として説明している。ただし、本開示は底部駆動型の配置を含む他
の画素回路レイアウトに適用されることに留意されたい。
【００４２】
　図２Ａは、青色発光材料２２０の実質的に連続しているストリップが青色駆動端子２０
６および白色駆動端子２０８の上にある状態に形成されたＲＧＢＷ多色画素群のレイアウ
ト２００の上面図である。ＲＧＢＷ画素群は、赤色駆動端子２０２によって画定される赤
色画素Ｒ１、緑色駆動端子２０４によって画定される緑色画素Ｇ１、ならびに青色駆動端
子２０６および白色駆動端子２０８によってそれぞれ画定される青色画素および白色画素
（Ｂ１およびＷ１）を含む。橙色発光材料２２２は、ＲＧＢＷ群におけるすべての端子を
覆う層の中に分散されている。したがって、橙色光は、赤色画素および緑色画素（Ｒ１お
よびＧ１）の発光領域から橙色発光層２２２を介して生成される。赤色フィルタ２１２は
、放出された橙色光の中の赤色量を選択的に透過させるためにＲ１の上に据えられ、緑色
カラーフィルタ２１４は、放出された橙色光の中の緑色量を選択的に透過させるためにＧ
１の上に据えられている。青色フィルタ２１６は、橙色層２２２からの光を遮断しながら
、（青色発光ストリップ２２０を介して発せられた）青色光を選択的に透過させるために
Ｂ１の上に据えられている。白色画素は、実質的にすべての実質的な白色の光を、結合し
て積み重ねられた（橙色層２２２を介した）橙色光と（青色層２２０からの）青色光から
発する。
【００４３】
　レイアウト２００のいくつかの実施形態では、ＲＧＢＷ画素群の赤色、緑色、青色、お
よび白色画素はそれぞれ、類似のサイズおよび／または面積をもつ発光領域を含む。一般
に、レイアウト２００における画素の発光領域のサイズおよび／または形状は、対応する
駆動端子（たとえば、駆動端子２０２、２０４、２０６、２０８）のサイズによって規定
される。いくつかの場合では、駆動端子２０２～２０８はそれぞれおよそ同じサイズであ
り得る。たとえば、ＲＧＢＷ画素群は、４分割された正方形として配置することができ、
各四半分は駆動端子２０２～２０８のうちの１つを含み得る。さらに、駆動端子２０２～
２０８のそれぞれは、類似の高さと幅を有する正方形または角が丸まった正方形であり得
、カラーフィルタ２１２～２１６は、画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１のそれぞれの発光領域からの
光をフィルタリングするように、駆動端子２０２～２０６と類似の寸法を備えて配置され
得る。
【００４４】
　図２Ｂは、青色発光材料２２０のストリップが橙色発光材料２２２の層の上に形成され
たＲＧＢＷ多色画素群レイアウト２００の一側面から見た図である。いくつかの実施形態
では、レイアウト２００に従って配置された画素のパターンで形成される表示パネルは、
表示パネル全体にわたって実質的に均一の連続する層の中に橙色発光層２２２を堆積する
（「形成する」）ことによって形成することができる。橙色層２２２の形成の後、任意の
所望の中間層を据えることができ、シャドウマスクは青色画素Ｂ１および白色画素Ｗ１を
覆う細長い開口部と位置合わせすることができる。たとえば、細長い開口部は、複数のＲ
ＧＢＷ画素群における隣接する交互の青色画素と白色画素の連続線における複数のそのよ
うな画素群にわたって延在し得る。青色発光層２２０は、所望の領域に堆積することがで
き、シャドウマスクは、赤色画素Ｒ１および緑色画素Ｇ１からの青色発光材料を遮る。さ
らに別の層および／または導電性の電源ラインは、表示パネルの発光領域に配置すること
ができ、次いでカラーフィルタは、所望の色が、各群における赤色、緑色、青色、および
白色画素のそれぞれから透過するように配置することができる。前述のように、適切な色
選択フィルタリング材料（たとえば、カラーフィルタ２１２、２１４、２１６）をディス
プレイ基板および／または封入基板に形成するためにリソグラフィプロセスを使用するこ
とができる。
【００４５】
　図２Ｃは、橙色発光材料２２２の層が青色発光材料２２０のストリップの上に形成され
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たＲＧＢＷ多色画素群レイアウト２００の一側面から見た図である。ＲＧＢＷ画素群レイ
アウト２００を有する表示パネルを構築するための例示的なプロセスでは、シャドウマス
クは、複数の画素の青色端子および白色端子の上の細長い開口部を有して据えられ、青色
発光材料２２０は、シャドウマスクの開口部によって画定される領域内の実質的に連続し
ている層に堆積する。必要に応じて中間層が据えられており、表示パネル全体は橙色発光
材料２２２の実質的に連続している層によって被覆される。カラーフィルタ２１２、２１
４、２１６は、赤色、緑色、および青色光を選択的に透過させるために、赤色、緑色、お
よび青色画素（Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１）の上に配置されている。したがって、図２Ａのレイア
ウト２００は、青色画素Ｂ１および白色画素Ｗ１の積み重ねられた発光領域における橙色
発光材料２２２と青色発光材料２２０の順序にかかわらず実現することができる。
【００４６】
　図２Ｄは、赤色画素Ｒ２および緑色画素Ｇ２がそれぞれ細長い発光領域を有するＲＧＢ
Ｗ多色画素群レイアウト２４０の代替構成の上面図である。ＲＧＢＷ画素群２４０におけ
る発光材料２２０、２２２は、図２Ａ～図２ＣのＲＧＢＷ画素群２００における発光層と
同様に配置されており、橙色発光材料２２２は、その群におけるすべての画素、ならびに
青色端子２０６および白色端子２０８の上の青色発光材料２２０のストリップにわたって
実質的に連続している層の中に分散されている。したがって、青色画素Ｂ２および白色画
素Ｗ２は、画素群レイアウト２００における画素Ｂ１およびＷ１と同様に配置されている
。しかしながら、赤色駆動端子２３２および緑色駆動端子２３４の配置は、ＲＧＢＷ画素
群レイアウト２００とは異なっている。図２Ｄに示されるように、ＲＧＢＷ画素群レイア
ウト２４０は、およそ等しい幅と高さを有する正方形として概ね配置されている。赤色画
素２３２および緑色画素２３４の駆動端子はそれぞれ、ＲＧＢＷ画素群２４０の高さ寸法
にまたがる（または、ほぼまたがる）長辺を有する長方形として配置されている。端子２
３２、２３４の幅は、ＲＧＢＷ画素群レイアウト２４０の幅のおよそ４分の１である。い
くつかの実施形態では、細長い駆動端子２３２、２３４は、正方形形状の多色画素群レイ
アウト２００を４分割した正方形としておよそ配置された端子２０２、２０４と略同じ表
面積を有し得る。
【００４７】
　赤色カラーフィルタ２４２は、赤色駆動端子２３２から電流を受け取り橙色発光層２２
２からの赤色光を選択的に透過させるように据えられている。同様に、緑色カラーフィル
タ２４４は、緑色駆動端子２３２から電流を受け取り橙色発光層２２２からの緑色光を選
択的に透過させるように据えられている。カラーフィルタ２４２、２４４の寸法、サイズ
、および／または形状は、それぞれの駆動端子２３２、２３４の寸法、サイズ、および／
または形状に対応するように選択できる。いくつかの例では、カラーフィルタ２４２、２
４４は、カラーフィルタ２４２、２４４を画素Ｒ２、Ｇ２（およびそれらのそれぞれの駆
動端子２３２、２３４）に対して位置付けする際にある程度の位置合わせ公差を可能にし
ながら、カラーフィルタ２４２、２４４が画素Ｒ２、Ｇ２の発光領域に完全に重なること
ができるように、それらの対応する駆動端子２３２、２３４よりも大きいことがある。
【００４８】
　本開示は赤色および緑色画素の２種類の特定の配置を含み、これには、Ｒ１、Ｇ１がレ
イアウト２００（図２Ａ）を４分割した正方形としておよそ配置されているものと、Ｒ２
、Ｇ２が画素群レイアウト２４０（図２Ｄ）の長さに延在する隣接する長方形としておよ
そ配置されているものとがあるが、本開示は他の配置に拡張する。一般に、赤色および緑
色画素の駆動端子は、橙色発光材料の層を含む多色画素群の部分を、別個にプログラムさ
れ、光を発するように駆動される別個の区域に分割するように配置することができる。赤
色および緑色カラーフィルタは、赤色光が１つの画素から選択的に透過し、緑色光が他の
画素から選択的に透過するように、駆動端子に対応する領域に据えられており、カラーフ
ィルタの形状は、駆動端子の形状に基づく形状であり得る。赤色および緑色カラーフィル
タは、各画素回路からの透過光がそれぞれ実質的に赤色および緑色となるように、独立に
プログラムされた駆動端子によって駆動される橙色発光材料の各部分の上に据えられてい
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る。
【００４９】
　図２Ｅは、図２Ａおよび２Ｄのレイアウトと同様に配置された発光層２２０、２２２を
含むＲＧＢ多色画素群レイアウト２６０のレイアウトの上面図である。ＲＧＢ画素群２６
０の配置は、赤色、緑色、および青色画素（Ｒ３、Ｇ３、およびＢ３）を含む。赤色画素
Ｒ３および緑色画素Ｇ３の各画素は、ＲＧＢＷレイアウト２００における赤色画素Ｒ１お
よび緑色画素Ｇ１と同様に配置されており、赤色画素および緑色画素はそれぞれ、正方形
形状の画素群レイアウト２６０の別個にプログラムされた四半分として配置されている。
青色画素Ｂ３は、青色発光材料２２０のストリップおよび橙色発光材料２２２を含む積み
重ねられた発光領域を通るように電流を流す青色駆動端子２６６を有する。青色カラーフ
ィルタ２７６は、青色発光材料２２０からの光を透過させる一方で、橙色発光材料２２２
からの橙色光を遮断するように、青色画素Ｂ３を覆うように据えられている。表示パネル
が、レイアウト２６０をパネル全体にわたってパターニングすることによって形成される
場合、複数のＲＧＢ画素群からの隣接する青色画素は、パネルの連続する列（または行）
に配置することができ、青色フィルタリング材料は、青色発光材料２２０のストリップに
、その全長（または全長近く）にわたって付けることができる。
【００５０】
　青色駆動端子２６６は、正方形形状の画素群レイアウト２６０の概ね半分にまたがる。
青色画素Ｂ３は、赤色画素Ｒ３または緑色画素Ｇ３のいずれの発光領域よりも大きな発光
領域（面積で測定）を有する。したがって、青色光は、図２Ａ～図２Ｄの画素群レイアウ
ト２００、２４０のようにおよそ４分の１ではなく、画素群のおよそ半分から発せられる
。さらに、レイアウト２６０に従ってパターニングされた表示パネルは、図１Ａの表示パ
ネル１０に類似するパネルの表示面積の概ね半分（または半分近く）からの青色光を透過
させる。図１Ａに関連する青色画素区域の相対的なサイズについての検討と同様に、レイ
アウト（たとえば、レイアウト２６０）に増加した相対的サイズの青色画素を備えること
で、表示の明るさを失わずに青色発光材料２２０のストリップ内の電流密度を減少させる
ことが可能になり、それによって、表示パネルの経年劣化の低減が可能になる。
【００５１】
　図３Ａは、橙色発光材料３２２と青色発光材料３２０の交互のストリップから形成され
、青色副画素Ｂ４が赤色副画素および緑色副画素（Ｒ４、Ｇ４）に対して大きくなってい
るＲＧＢ多色画素群のレイアウト３００の上面図である。赤色画素Ｒ４は赤色駆動端子３
０２を含み、緑色画素Ｇ４は緑色駆動端子３０４を含み、青色画素Ｂ４は青色駆動端子３
０６を含む。図３ＡのＲＧＢ画素群３００における駆動端子３０２～３０６の配置は、図
３Ａのレイアウト２６０における駆動端子の配置と類似している。一般に、図３ＡのＲＧ
Ｂ画素群は、赤色画素Ｒ４および緑色画素Ｇ４がそれぞれ正方形の概ね１つの四半分を占
め、青色画素Ｂ４が正方形の残りの半分を概ね占める正方形として配置されている。橙色
発光材料３２２のストリップは、赤色および緑色画素（Ｒ４、Ｇ４）の駆動端子３１２、
３１４を覆う実質的に連続している層である。赤色カラーフィルタ３１２および緑色カラ
ーフィルタ３１４は、それぞれ赤色駆動端子３０２および緑色駆動端子３０４によって駆
動される橙色発光材料３２２の各部分の上に据えられている。したがって、ＲＧＢ画素群
３００は、赤色画素Ｒ４からの赤色光、緑色画素Ｇ４からの緑色光、および青色画素Ｂ４
から発せられたフィルタリングされていない青色光を透過させる。前述のように、赤色お
よび緑色画素（Ｒ４、Ｇ４）に比べて比較的大きいサイズの青色画素Ｂ４は、青色発光材
料内の電流密度を減少させることによって、青色発光材料３２０に関連する劣化を低減す
る。図３ＡにおけるＲＧＢ画素群のレイアウト３００は、図１Ａの多色画素群２２、２４
のレイアウトに類似している。
【００５２】
　図３Ｂは、図３Ａのレイアウト３００に類似する、ＲＧＢ多色画素群のレイアウト３４
０の上面図であるが、ここでは赤色副画素および緑色副画素（Ｒ５、Ｇ５）が細長い発光
領域を有する。ＲＧＢ画素群は概ね正方形として配置され、図３Ａの青色画素Ｂ４と同様
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に、青色画素Ｂ５が正方形の概ね半分を占める。ただし、レイアウト３４０では、赤色駆
動端子３３２と緑色駆動端子３３４が共同で正方形形状の画素群の概ね半分にまたがる隣
接する長方形として配置されている。矩形の赤色駆動端子３３２および緑色駆動端子３３
４は、概ね正方形形状の画素群の高さにまたがる長辺を有することができ、幅は、正方形
形状の画素群の幅の４分の１に概ねまたがっている。赤色カラーフィルタ３４２および緑
色カラーフィルタ３３４は、それぞれ赤色駆動端子３３２および緑色駆動端子３３４によ
って駆動される橙色発光材料３２２の各部分の上に据えられている。いくつかの例では、
レイアウト３４０は図３Ａのレイアウト３００よりも好ましく、これは、レイアウト３４
０が、赤色画素と緑色画素を２本の行にわたって分割する（図３Ａの画素Ｒ４、Ｇ４）の
ではなく、多色画素群のすべての３つの画素Ｒ５、Ｇ５、Ｂ５を単一の行に据えているた
めである。いくつかの実施形態では、レイアウト３４０のようにすべての画素Ｒ５、Ｇ５
、Ｂ５を単一の行に配置することで、ＴＦＴバックプレーンにおいて選択、アドレス指定
、プログラミング、および／または電源ラインの冗長性の減少およびより均一な間隔が可
能になり得る。
【００５３】
　図２Ａ～図２Ｅにおける配置と比較すると、図３Ａ～図３ＢのＲＧＢ画素群のレイアウ
ト３００、３４０は青色カラーフィルタを含んでいない。これは、青色画素Ｂ４、Ｂ５が
青色発光材料のみを含んでおり、橙色発光材料も含んだ積み重ねられた発光領域ではない
ためである。したがって、レイアウト３００、３４０のいずれかをパターニングすること
によって形成した表示パネルは、図２Ａ～図２Ｅのレイアウト２００、２４０、２６０に
従って配置されたディスプレイよりも高いエネルギー効率で動作させることができ、これ
はフィルタリングされる（すなわち、無駄になる）光が少ないためである。
【００５４】
　図４Ａは、橙色発光材料４２０、４２４と青色発光材料４２２の交互のストリップから
形成され、隣接する青色画素が交互の上と下の行にある赤色副画素および緑色副画素と関
連しているＲＧＢ多色画素群のレイアウト４００の、また別の上面図である。したがって
、第１のＲＧＢ画素群は、赤色画素Ｒ６、緑色画素Ｇ６、および青色画素Ｂ６を含む。第
２のＲＧＢ画素群は、赤色画素Ｒ７、緑色画素Ｇ７、および青色画素Ｂ７を含む。赤色画
素Ｒ６および緑色画素Ｇ６は、赤色画素Ｒ６および緑色画素Ｇ６のそれぞれの駆動端子４
０２、４０４にまたがる橙色発光材料４２０の共通の実質的に連続しているストリップを
含む。赤色フィルタ４１２は、赤色画素Ｒ６からの赤色光を選択的に透過させ、緑色フィ
ルタ４１４は緑色画素Ｇ６からの緑色光を選択的に透過させる。同様に、赤色画素Ｒ７お
よび緑色画素Ｇ７は、赤色画素Ｒ７および緑色画素Ｇ７のそれぞれの駆動端子４３２、４
３４にまたがる橙色発光材料４２４の共通の実質的に連続しているストリップを含む。赤
色フィルタ４４２は、赤色画素Ｒ７からの赤色光を選択的に透過させ、緑色フィルタ４４
４は緑色画素Ｇ７からの緑色光を選択的に透過させる。青色画素Ｂ６、Ｂ７は、青色画素
Ｂ６、Ｂ７のそれぞれの駆動端子４０６、４３６にまたがる青色発光材料４２２の共通の
実質的に連続しているストリップを含む。青色画素Ｂ６、Ｂ７は、第１のＲＧＢ画素群に
おける隣接する赤色／緑色画素Ｒ６、Ｇ６と、第２のＲＧＢ画素群における隣接する赤色
／緑色画素Ｒ７、Ｇ７との間に据えられている。
【００５５】
　橙色発光材料４２０の実質的に連続しているストリップは、赤色画素Ｒ６および緑色画
素Ｇ６の駆動端子４０２、４０４を含む区域の上に細長い開口部を位置合わせしてシャド
ウマスクを配置し、橙色発光材料４２０が青色画素Ｂ６、Ｂ７の発光領域に到達しないよ
うにしながら、概ね均一の厚さをもつ実質的に連続しているストリップを形成するように
橙色発光材料４２０を堆積させることによって形成することができる。シャドウマスク（
したがって、実質的に連続している層４２０）の細長い開口部は、場合により、さらに別
のＲＧＢ画素群（図示せず）からの複数の交互の隣接する赤色画素と緑色画素にまたがる
ように延在することができる。さらに、シャドウマスクは、赤色画素Ｒ７および緑色画素
Ｇ７の駆動端子４３２、４３４を含む区域の上で位置合わせされたさらに別の細長い開口
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部を備えて配置され得る。代替として、橙色発光材料４２４のストリップは、別個のシャ
ドウマスクを介して形成することができる。
【００５６】
　橙色発光材料４２０、４２４のストリップの前および／または後に、別のシャドウマス
クが、シャドウマスクの細長い開口部が青色画素Ｂ６、Ｂ７の駆動端子４０６、４３６を
含む区域の上で位置合わせされた状態で表示パネルの上に配置される。シャドウマスクの
細長い開口部は、青色発光材料４２２のストリップが複数の青色画素を含む区域にまたが
り、区域全体にわたって実質的に一定の厚さを有するように、表示パネルにおけるさらに
別の青色画素の発光領域を含むように延在することができる。青色発光材料４２２のスト
リップを形成するために使用されるシャドウマスクは、場合により、赤色画素および緑色
画素に対して使用されるものと同じにできるが、位置変更をして、赤色および緑色画素Ｒ
６、Ｇ６、Ｒ７、Ｇ７を覆いながらその細長い開口部を青色画素Ｂ６、Ｂ７と位置合わせ
することができる。
【００５７】
　第１のＲＧＢ画素群の赤色画素Ｒ６と緑色画素Ｇ６は、表示パネルの第１の行における
隣接する画素であり得る。第１および第２のＲＧＢ画素群の青色画素Ｂ６、Ｂ７は、第１
の群の赤色画素Ｒ６および緑色画素Ｇ６の真上または真下にある第２の行における隣接す
る画素であり得る。第２のＲＧＢ画素群の赤色画素Ｒ７と緑色画素Ｇ７は、第２の行のす
ぐ隣にある第３の行における隣接する画素であり得る。したがって、第１および第２の画
素群は、表示パネルの２つの列および３つの行にまたがることがある。代替として、レイ
アウトは、２つの画素群が３つの列および２つの行を含むように９０°回転させることが
できる。
【００５８】
　レイアウト４００のいくつかの例では、画素Ｒ６～Ｂ６およびＲ７～Ｂ７のそれぞれが
、およそ等しい面積かつおよそ等しいサイズの駆動端子を有し得る。たとえば、２つの画
素群は、上の２つの正方形が赤色画素Ｒ６および緑色画素Ｇ６によって占められ、真ん中
の２つの正方形が青色画素Ｂ６、Ｂ７によって占められ、下の２つの正方形が赤色画素Ｒ
７および緑色画素Ｇ７によって占められる２×３アレイに配置された６つのおよそ等しい
サイズの正方形に分割される長方形として配置することができる。
【００５９】
　図４Ｂは、図４Ａのレイアウトに類似する、ＲＧＢ多色画素群のレイアウト４５０の上
面図であるが、ここでは各ＲＧＢ多色画素群における青色画素Ｂ６’、Ｂ７’が、赤色ま
たは緑色画素Ｒ６、Ｇ６、Ｒ７、Ｇ７のいずれよりも大きな面積を有する。レイアウト４
５０に示してあるように、青色発光層４５２は、青色画素Ｂ６’、Ｂ７’を含む実質的に
連続しているストリップに設けられている。青色画素Ｂ６’、Ｂ７’は、別個にプログラ
ムされ、独立に決められた輝度値に従って青色発光層に光を放出させるように駆動される
駆動端子４５６、４５８を介して駆動される。したがって、駆動端子４５６、４５８は、
青色発光材料４５２の実質的に連続しているストリップのうち、それぞれ第１のＲＧＢ画
素群についての青色画素Ｂ６’および第２のＲＧＢ画素群についての青色画素Ｂ７’に含
まれる各部分を画定する。
【００６０】
　赤色および緑色画素Ｒ６、Ｇ６、Ｒ７、Ｇ７は、それぞれ概ね寸法ｄ１の正方形のよう
なものである。青色画素Ｂ６’、Ｂ７’はそれぞれ、赤色および緑色画素Ｒ６、Ｇ６、Ｒ
７、Ｇ７（たとえば、ｄ１）の幅によっておよそ決まる幅と、ｄ１よりも大きいｄ２によ
って決まる高さとを有する長方形として配置される。したがって、２つの青色画素Ｂ６’
、Ｂ７’の面積はそれぞれ、赤色および緑色画素Ｒ６、Ｇ６、Ｒ７、Ｇ７の面積よりも大
きい。青色発光材料４５２のストリップの幅は、青色画素Ｂ６’、Ｂ７’の駆動端子４５
６、４５８のほぼ完全なカバーを実現しながら、位置合わせ公差を確保するためにｄ２よ
りも長い。一例において、青色画素Ｂ６’、Ｂ７’のそれぞれの発光領域が、赤色および
緑色画素Ｒ６、Ｇ６、Ｒ７、Ｇ７のそれぞれの発光領域の面積の概ね２倍になるように、
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ｄ２はｄ１のおよそ２倍であり得る。
【００６１】
　レイアウト４５０に従って表示パネルをパターニングするとき、赤色画素Ｒ６および緑
色画素Ｇ６は、別のＲＧＢ画素群（図示せず）の赤色画素と緑色画素の別の対の真下にあ
るようにしてもよく、橙色発光層４２０は、ストリップの幅に沿って、赤色画素と緑色画
素の他の対を覆うように延在することができる。場合によっては、表示パネルに堆積する
橙色発光材料と青色発光材料の交互のストリップの幅寸法は、青色画素（たとえば、Ｂ６
’、Ｂ７’）がそれぞれ、赤色および緑色画素Ｒ６、Ｇ６、Ｒ７、Ｇ７のそれぞれの面積
の概ね２倍であってもおよそ等しくでき、これは、橙色発光材料（たとえば、４２０、４
２４）のストリップが、画素２つ分の幅である（たとえば、寸法ｄ１のおよそ２倍に位置
合わせマージンを加えた）赤色画素と緑色画素の領域を覆うためである。赤色画素と緑色
画素の領域は、互い違いになった赤色画素と緑色画素の２つの行、赤色画素と緑色画素の
交互の隣接する対、または赤色画素と緑色画素の規則的に繰り返す何らかの他のパターン
であり得る。
【００６２】
　さらに、青色画素Ｂ６’、Ｂ７’が単一の列に含まれるように、青色画素Ｂ６’、Ｂ７
’を垂直の寸法ｄ２に沿って引き延ばして示しているが、本開示は、拡張寸法が一対の赤
色画素と緑色画素に概ねまたがるように回転させて拡大した青色画素にも適用される。た
とえば、レイアウト４５０は、青色画素Ｂ６’、Ｂ７’の画素をその２つの間の中心に位
置する軸の周りにそれぞれ９０°時計回りに回転させて修正することができる。したがっ
て、第１の青色画素Ｂ６’は、第１のＲＧＢ画素群における赤色画素Ｒ６および緑色画素
Ｇ６の真下に据えることができ、青色画素Ｂ７’は、第２のＲＧＢ画素群における赤色画
素Ｒ７および緑色画素Ｇ７の真上に据えることができる。
【００６３】
　図４Ｃは、図４Ｂのレイアウトに類似する、ＲＧＢ多色画素群のレイアウト４６０の上
面図であるが、ここでは隣接する多色画素群が、共通の一体化青色画素Ｂ６／Ｂ７を共有
している。レイアウト４６０において、共通の一体化青色画素Ｂ６／Ｂ７は、図４Ｂのレ
イアウト４５０における青色画素Ｂ６’、Ｂ７’を組み合わせたものと概ね同じ面積を占
めることができる。共通の一体化青色画素Ｂ６／Ｂ７は、第１および第２の多色画素群に
ついてのプログラミング情報に基づいた輝度値に従ってプログラムされる単一の駆動端子
４６６を含む。したがって、レイアウト４６０において、隣接する多色画素群は、別個の
赤色および緑色画素Ｒ６、Ｇ６、Ｒ７、Ｇ７を維持しながら、単一の青色画素（たとえば
、青色画素Ｂ６／Ｂ７）を共有する。共通の青色画素Ｂ６／Ｂ７は、第１および第２の画
素群の領域からの表示画像の入力青色量に基づいた輝度で青色光を発するように駆動され
る。いくつかの例では、青色画素Ｂ６／Ｂ７は、レイアウト４６０における第１および第
２のＲＧＢ画素群に対応する２つの隣接するＲＧＢ画素からの平均青色輝度寄与分に従っ
て駆動され得る。
【００６４】
　図４Ｄは、図４Ｂのレイアウト４５０に類似する、ＲＧＢ多色画素群のレイアウト４７
０の上面図であり、赤色副画素および緑色副画素が細長い発光領域を有している。橙色発
光材料４２０、４２４と青色発光材料４５２の交互のストリップが、図４Ｂに示すレイア
ウト４５０のように据えられている。しかしながら、橙色発光材料４２０、４２４のスト
リップは、橙色発光材料４２０、４２４のストリップの伸張方向に沿って細長くなってい
る矩形の駆動端子４８２、４８４、４９３、４９５によって赤色画素および緑色画素（た
とえば、画素Ｒ８、Ｇ８、Ｒ９、Ｇ９）に分割されている。矩形の駆動端子４８２、４８
４、４９３、４９５は、橙色発光材料４２０、４２４のストリップにおける赤色画素と緑
色画素の２つの隣接する行を含むように据えられている。赤色カラーフィルタ４７２、４
７４および緑色カラーフィルタ４９２、４９４は、橙色発光材料４２０、４２４のストリ
ップから放出された赤色量および緑色量をそれぞれ選択的に透過させるように据えられて
いる。
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【００６５】
　したがって、矩形の駆動端子４８２、４８４、４９３、４９５は、ＲＧＢ画素群ごとの
赤色と緑色の対の２つの隣接する行に配置されている。対照的に、レイアウト４５０は、
交互の赤色と緑色の正方形の駆動端子を単一の行に含む。赤色画素および緑色画素Ｒ８、
Ｇ８、Ｒ９、Ｇ９は、２つの隣接する青色画素Ｂ８、Ｂ９にまたがる幅と、橙色発光材料
４２０のストリップが赤色駆動端子４８２および緑色駆動端子４８４の両方に重なること
ができるようにするのに十分に小さい高さ寸法とを有する。いくつかの例では、レイアウ
ト４７０における赤色および緑色画素Ｒ８、Ｇ８、Ｒ９、Ｇ９は、図４Ｂのレイアウト４
５０における赤色および緑色画素Ｒ６、Ｇ６、Ｒ７、Ｇ７の概ね半分の高さを有し、レイ
アウト４５０における赤色画素および緑色画素の概ね２倍の幅を有する。
【００６６】
　図５は、青色発光材料５２４の垂直に位置合わせされたストリップと重なった、赤色発
光材料５２０と緑色発光材料５２２の平行なストリップから形成されたＲＧＢ多色画素群
のレイアウト５００の上面図である。レイアウト５００は、赤色画素Ｒ１０、緑色画素Ｇ
１０、および青色画素Ｂ１０を含む第１のＲＧＢ画素群を含んでいる。レイアウト５００
はまた、赤色画素Ｒ１１、緑色画素Ｇ１１、および青色画素Ｂ１１を含む第２のＲＧＢ画
素群を含んでいる。レイアウト５００における駆動端子の配置は、図４Ａのレイアウト４
００における駆動端子の配置と同じか、またはそれに類似し得ることに留意されたい。
【００６７】
　図５のレイアウト５００に関して、赤色画素Ｒ１０は、赤色発光材料５２０を通過する
ように電流を流すために駆動端子５０２によって駆動される。緑色画素Ｇ１０は、緑色発
光材料５２２を通過するように電流を流すために駆動端子５０４によって駆動される。青
色画素Ｂ１０は、積み重ねられた構成に配置されている赤色発光材料５２０と青色発光材
料５２４を通過するように電流を流すために駆動端子５０６によって駆動される。青色画
素Ｂ１１は、積み重ねられた構成に配置されている緑色発光材料５２２と青色発光材料５
２４を通過するように電流を流すために駆動端子５１６によって駆動される。
【００６８】
　一般に、青色発光材料５２４のストリップは、赤色発光材料５２０および緑色発光材料
５２２の上または下に据えることができる。しかしながら、赤色発光材料５２０および緑
色発光材料５２２の両ストリップは、パターン５００を含む表示パネルを構築する際に効
率を良くするために、青色発光材料５２４の同じ側（たとえば、上または下）にあるのが
有利である。たとえば、プロセスは、赤色画素Ｒ１０、Ｒ１１および青色画素Ｂ１０の発
光領域を含むように位置合わせされた細長い開口部を有するシャドウマスクを介して、赤
色発光材料５２０のストリップ（またはそのようなストリップのパターン）をディスプレ
イ基板に堆積することから開始することができる。次いで、細長い開口部を位置合わせす
ることで緑色画素Ｇ１０、Ｇ１１および青色画素Ｂ１１の発光領域を含むように、シャド
ウマスクを概ね単一画素の寸法分移動させることができ、緑色発光材料５２２を堆積する
ことができる。２つの赤色および緑色ストリップ５２０、５２２に対して垂直に配向され
た青色発光材料５２４の実質的に連続しているストリップを形成するために、同じシャド
ウマスクを約９０°回転させることができ、または別のシャドウマスクを、青色画素Ｂ１
０、Ｂ１１の発光領域を含むように細長い開口部を位置合わせしてディスプレイ基板の上
に位置付けることができ、青色発光材料５２４を堆積することができる。シャドウマスク
の細長い開口部の平行な向きを維持しながらシャドウマスクを移動させることは、一般に
、シャドウマスクの回転または異なるシャドウマスクの位置付けのいずれよりも速いプロ
セスであるので、赤色発光材料５２０と緑色発光材料５２２の実質的に連続しているスト
リップは連続的に堆積するのが望ましい。
【００６９】
　青色カラーフィルタ５０８は、青色画素Ｂ１０、Ｂ１１で発せられた光からの青色量を
選択的に透過させるように据えられている。いくつかの例では、青色カラーフィルタ５０
８は、青色画素Ｂ１０、Ｂ１１を含む隣接する青色画素の行に連続的にまたがるように付
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けることができる。図５のレイアウト５００の参照では、ＲＧＢ画素群におけるフィルタ
リングされる画素は青色画素Ｂ１０、Ｂ１１だけであり、赤色画素および緑色画素はフィ
ルタリングされていない光を発することに留意されたい。典型的なディスプレイの正味の
輝度は、ほとんどが赤色および緑色の寄与分によってもたらされており、青色光寄与分は
全体的にはるかに少ない光（おそらくは、典型的なディスプレイにおける全体の輝度の寄
与分のわずか３％ほど）しかもたらしていない。さらに、ヒトの網膜は一般に、青色光よ
りも赤色光および緑色光に対して高感度（「反応性」）であり、非常に明るい画像は、所
与の画像に対する赤色および緑色の寄与分に主として依存しながら知覚され得る。したが
って、赤色画素または緑色画素ではなく青色画素をフィルタリングすることにより、カラ
ーフィルタによって遮断されるためだけに無駄に生成される光は比較的少ない。したがっ
て、レイアウト５００は、全体の輝度に対する青色光寄与分だけをフィルタリングし、全
体の輝度に対する赤色および緑色の寄与分を、大きなカラーフィルタがそれらの領域で生
成された光を部分的に遮断することなく放出することにより、比較的高い程度のエネルギ
ー効率を実現する。
【００７０】
　図６Ａは、青色発光材料６２５、６２６の垂直に位置合わせされたストリップと重なっ
た、赤色発光材料６２０と緑色発光材料６２２の平行なストリップから形成され、青色画
素Ｂ１２、Ｂ１３を赤色および緑色副画素Ｒ１２、Ｇ１２、Ｒ１３、Ｇ１３に対して大き
くしたＲＧＢ多色画素群のレイアウト６００の上面図である。図６Ｂは、発光材料６２０
、６２２、６２４、６２６の層およびカラーフィルタ６０８、６１８のＴＦＴバックプレ
ーン６３０に対する位置合わせを示す、図６ＡのＲＧＢ多色画素群の一側面から見た図で
ある。
【００７１】
　レイアウト６００では、第１のＲＧＢ画素群は、赤色画素Ｒ１２、緑色画素Ｇ１２、お
よび青色画素Ｂ１２を含み、第２のＲＧＢ画素群は、赤色画素Ｒ１３、緑色画素Ｇ１３、
および青色画素Ｂ１３を含む。赤色発光材料６２０と緑色発光材料６２２の実質的に連続
している平行なストリップは、それぞれ赤色画素Ｒ１２、Ｒ１３と緑色画素Ｇ１２、Ｇ１
３の上に配置される。赤色発光材料６２０と緑色発光材料６２２のストリップは、青色画
素Ｂ１２、Ｂ１３の部分の上にも延在する。青色発光材料６２５の実質的に連続している
ストリップは、赤色ストリップ６２０および緑色ストリップ６２２に対して垂直に配向さ
れ、青色画素Ｂ１２を覆う。青色発光材料６２６の別の実質的に連続しているストリップ
も赤色ストリップ６２０および緑色ストリップ６２２に対して垂直に配向され、青色画素
Ｂ１３を覆う。
【００７２】
　第１のＲＧＢ画素群において、赤色画素Ｒ１２は、赤色発光材料６２０を通過するよう
に電流を流すための駆動端子６０２を含み、緑色画素Ｇ１２は、緑色発光材料６２２を通
過するように電流を流すための駆動端子６０４を含み、青色画素Ｂ１２は、青色発光材料
６２５、赤色発光材料６２０、および緑色発光材料６２２を通過するように電流を流すた
めの駆動端子６０６を含む。青色カラーフィルタ６０８は、（たとえば、駆動端子６０６
に重なる赤色発光材料および緑色発光材料の部分からの赤色光および緑色光を遮断するこ
とによって）青色画素Ｂ１２からの青色光を選択的に透過させるように据えられている。
第２のＲＧＢ画素群では、赤色画素Ｒ１３は、赤色発光材料６２０を通過するように電流
を流すための駆動端子６１２を含み、緑色画素Ｇ１３は、緑色発光材料６２２を通過する
ように電流を流すための駆動端子６１４を含み、青色画素Ｂ１３は、青色発光材料６２５
、赤色発光材料６２０、および緑色発光材料６２２を通過するように電流を流すための駆
動端子６１６を含む。青色カラーフィルタ６０８は、（たとえば、駆動端子６０６に重な
る赤色発光材料および緑色発光材料の部分からの赤色光および緑色光を遮断することによ
って）青色画素Ｂ１２からの青色光を選択的に透過させるように据えられている。図６Ａ
～図６Ｂに示されるように、第１のＲＧＢ画素群は、概ね正方形として配置されており、
赤色画素Ｒ１２および緑色画素Ｇ１２がそれぞれ正方形の概ね１つの四半分（１／４）を
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占め、青色画素Ｂ１２が正方形の残りの半分をおよそ占めている。同様に、第２のＲＧＢ
画素群は、概ね正方形として配置されており、赤色画素Ｒ１３および緑色画素Ｇ１３がそ
れぞれ正方形の概ね１つの四半分を占め、青色画素Ｂ１３が正方形の残りの半分をおよそ
占めている。
【００７３】
　レイアウト６００における重なっている発光領域の配置は、本明細書において開示され
た他のレイアウトとは別物であるが、図６Ａ～図６Ｂのレイアウト６００における駆動端
子の配置は、図３Ａのレイアウト３００の駆動端子の配置と同じか、またはそれに類似し
得ることに留意されたい。したがって、レイアウト６００に従ってパターニングされた表
示パネル内の赤色画素、緑色画素、および青色画素によって占められる表示パネルの面積
比は、レイアウト３００に従ってパターニングされた表示パネルとも同じか、または類似
し得る。さらに、ディスプレイの経年劣化を緩和するための、ＲＧＢ画素群のレイアウト
３００における赤色発光領域および緑色発光領域に対する青色発光領域の相対的なサイズ
（「面積」）に関する上記の検討は、図６Ａ～図６Ｂのレイアウト６００にも適用される
。
【００７４】
　高解像度表示パネルおよび／または表示システムは、別個にプログラムされ、等しく分
散された赤色、緑色、青色、および／または白色発光画素の規則的に繰り返すパターンを
作成するためにレイアウトを表示パネル全体にわたってパターニングすることによって、
本明細書において開示されたレイアウトのうちのいずれかに従って構築することができる
。
【００７５】
　一般に、本明細書に記載の多色画素群の物理的な寸法は、全体の表示サイズの制約、お
よび表示解像度が一度既知になると、特定の実装について選択することができる。一例と
して、解像度が１９２０×１０８０画素で幅３インチ×高さ１．６９インチの表示サイズ
では、各多色画素群は、概ね０．００１６インチ（または概ね４０マイクロメートル）の
辺をもつ正方形によって決まる区域に概ね据えられる。解像度が１２８０×７２０画素の
同じ表示サイズでは、各多色画素群は、概ね０．００２３インチ（または概ね６０マイク
ロメートル）の辺をもつ正方形によって決まる区域に概ね据えられる。したがって、その
ような表示を実現することは、一般に、およそ４０～８０マイクロメートルの画素ピッチ
を必要とし、これは１インチ当たり３００画素近くの、またはそれを超えることすらある
画素密度に対応する。
【００７６】
　本明細書において開示している例示的なレイアウトは、表示パネル上のレイアウトの配
置を参照する際の分かりやすさのため、行および／または列に沿って配向されたものとし
て説明している。しかしながら、本明細書に記載のレイアウトのいずれも９０°回転させ
ることができ、したがって、本明細書に記載の行／列の参照は、表示パネルの列／行を参
照する類似の説明に等しく適用されることが特に理解される。
【００７７】
　本明細書において開示された回路は一般に、互いに接続または結合された回路部品を指
す。多くの例では、言及されている接続は直接的な接続を介して、すなわち、導電性のラ
イン以外の接続点間に回路素子なしで行われる。必ずしも明示的に述べていないが、その
ような接続は、種々の接続点の間に堆積される導電性の透明な酸化物など、表示パネルの
基板上に画定された導電性のチャネルによって行うことができる。インジウムスズ酸化物
はそのような導電性の透明な酸化物の１つである。場合によっては、結合および／または
接続される構成要素は、各接続点間の静電容量結合を介して結合されてもよく、それによ
って接続点は静電容量要素によって直列に接続される。直接的に接続されないが、そのよ
うな容量結合式の接続により、依然として接続点は、他の接続点において静電容量式の結
合効果を介して、ＤＣバイアスなしで反映される電圧の変化を介して、互いに影響を及ぼ
せるようになる。
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【００７８】
　さらに、場合によっては、本明細書に記載の種々の接続および結合は、直接的でない接
続によって、別の回路素子を２つの接続点間に設置して実現することができる。一般に、
接続点間に置かれる１つまたは複数の回路素子は、ダイオード、抵抗器、トランジスタ、
スイッチなどであり得る。接続が直接的でない場合、２つの接続点間の電圧および／また
は電流は、接続用の回路素子を介して十分に関連付けられることで、本明細書に記載する
ような実質的に同じ機能を実現しながら、２つの接続点が（電圧変化や電流変化などを介
して）互いに影響を及ぼせるように、関連付けられる。いくつかの例では、電圧および／
または電流レベルは、回路デザインの当業者によって理解され得るように、直接的でない
接続を行うさらに別の回路素子を考慮するように調整することができる。
【００７９】
　本明細書において開示している回路のうちのいずれも、たとえば、ポリシリコン、アモ
ルファスシリコン、有機半導体、金属酸化物、および従来のＣＭＯＳなどを含む多くの異
なる作製技術に従って作製することができる。本明細書において開示された回路のうちの
いずれも、それらの相補的な回路構成の同等物によって変更することができる（たとえば
、ｎ型トランジスタはｐ型トランジスタに変換することができ、その逆も可能である）。
【００８０】
　本発明の特定の実施形態および用途を図示し、説明してきたが、本発明は本明細書にお
いて開示された厳密な構造および組成には限定されないこと、ならびに種々の修正、変形
、および改変が、添付の特許請求の範囲に規定される本発明の趣旨および範囲から逸脱す
ることなく、前述の説明から明白であり得ることを理解されたい。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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